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６．ＧＴＲ

目次 6.11　　競技手順 目次 6.11　　競技手順（6.17　ファイナル競技手順も参照のこと）

6.18　　エアライフルおよびエアピストルミックスチーム種目 6.18　　エアライフルおよびエアピストルミックスチーム種目

6.19、6.20　　省略

6.19　　書類様式 6.1921　　書類様式

6.20　　ISSSFドレスコード 6.2022　　ISSSFドレスコード

6.21　　索引 6.2123　　索引

定義と略号 定義と略号

選手（Athletes） 選手（Athletes）

審査（Classification） 審査（Classification）

種目（Event） 種目（Event）

ファイナル（Final） ファイナル（Final）

ＭＱＳ

オープン種目 選手の性別や年齢に関係なく実施される種目

ファイナルとはオリンピック実施種目の最終競技ス

テージのことである。ファイナルでは、本選上位６ま

たは８名の選手が最終順位決定のために新しい

（０点から始まる）競技を行う。

ファイナルとはオリンピック実施種目の最終競技ス

テージのことである。ファイナルでは、本選上位６

または８名の選手が最終順位およびメダルの決

定のために新しい（０点から始まる）競技を行う。

Minimum Qualification Score：最少資格得点

メダルマッチ（Medal

Match）

１０ｍランニングターゲット６０発および４０発種目

では上位４選手の最終順位を決定するためのメダ

ルマッチ戦が行われる。

メダルマッチ（Medal

Match）

１０ｍランニングターゲット６０発および４０発種目

では上位４選手の最終順位を決定するためのメダ

ルマッチ戦が行われる。

オリンピック種目

（Olympic Event）

オリンピック大会のプログラムに含まれる国際オリ

ンピック委員会に承諾された射撃種目。射撃では１

５種目ある。各オリンピック種目は本選とファイナル

で実施される。

オリンピック種目

（Olympic Event）

各オリンピック大会のプログラムに含まれる国際オ

リンピック委員会に承諾された射撃スポーツ種目。

射撃競技では１５種目ある。各オリンピック種目は

本選とファイナルで実施される。

2023年度版ルール　新旧対照表

旧 新

スポーツ競技会の競技者または参加者。射撃ス

ポーツにおける競技者は時には射手と呼ばれる。

スポーツ競技会の競技者または参加者。射撃ス

ポーツにおける競技者は時には射手と呼ばれる。

以前のISSFルールブックで使われていた「採点、

計時、成績」に対応する用語。「ＲＴＳ」の項を参

照。

以前のISSFルールブックで使われていた「採点、

計時、成績」に対応する用語。「ＲＴＳ」の項を参

照。

個別の進行方法とルールにより行われる特定の射

撃種目。ISSFでは他にも個人・団体・少年などの

年齢別を含め多くの種目を公認している。

個別の進行方法とルールにより行われる特定の

射撃種目。ISSFでは他にも個人・団体・少年など

の年齢別を含め多くの種目を公認している。
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ランキングリスト

ＲＴＳ ＲＴＳ

シリーズ（Series） シリーズ（Series）

スポーツ（Sport） スポーツ（Sport）

ＩＳＳＦ承認射撃種目 ＩＳＳＦ承認射撃種目

団体種目（Team

Events）

ＩＳＳＦは世界選手権大会で行われる団体種目を承

認している。

団体種目は個人種目に参加する３人の選手の得

点の合計点を基にして順位付けされる。

団体種目（Team

Events）

ＩＳＳＦは世界選手権大会で行われる団体種目を

承認している。

団体種目は個人種目に参加する３人の選手の得

点の合計点を基にして順位付けされる。

ミックス種目は同一国の男女によって行われる。

ＩＳＳＦ選手権大会の選手の成績に基づく２種類の

ランキングリストがある。

１．世界ランキング：年間のＩＳＳＦ選手権大会にお

ける各選手の成績に基づくランキングリスト

２．オリンピック大会出場資格者リスト：オリンピック

大会予選期間中のＩＯＣによって認可されたＩＳＳＦ

オリンピック予選競技会における各選手の成績に

基づくランキングリスト

成績(Results)、計時(Timing)と採点

(Scoring)。ＲＴＳの過程は競技実施の一部で

あり、そこには射座割表の準備、標的の採点、

減点等の適用および成績表の準備とが含まれ

る。

成績(Results)、計時(Timing)と採点

(Scoring)。ＲＴＳの過程は競技実施の一部

であり、そこには射座割表の準備、標的の採

点、減点等の適用および成績表の準備と発行

が含まれる。

射撃ステージや射撃コースの中での射撃順序。

多くの射撃種目は１０発シリーズで構成され

る。２５ｍピストル種目では５発シリーズで構

成される。

射撃ステージや射撃コースの中での射撃順

序。多くの射撃種目は１０発シリーズで構成

される。２５ｍピストル種目では５発シリー

ズで構成される。

共通の要素と一つの団体が統括するということ

で区別される競技のこと。射撃は選手が銃で標

的を撃ち、その得点で順位を競うという“ス

ポーツ”である。ＩＯＣは射撃を夏季オリン

ピック大会における２８のスポーツの１つとし

て認めている。

共通の要素と一つの団体が統括するというこ

とで区別される競技のこと。射撃は選手が銃

で標的を撃ち、その得点で順位を競うという

“スポーツ”である。ＩＯＣは射撃を夏季オ

リンピック大会における２８の中心スポーツ

の１つとして認めている。

スポーツプレゼン

テーション（Sports

Presentation）

観客やテレビ視聴者に更なる興味と情報を持っ

てもらうために、射撃種目の運営の中で使用さ

れるアナウンス、音楽および教育的メディアの

ような映像、音響および情報提供。

スポーツプレゼン

テーション（Sports

Presentation）

観客やテレビ視聴者にとってより興味深く有

益なものにするために、射撃種目の運営の中

で使用されるアナウンス、音楽、色および教

育的メディアのような映像、音響および情報

提供。
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男子および少年男子の種目 男子および少年男子の種目

２４発（最多） ２４発（最多）

２４発（最多） ２４発（最多）

８×５発（最多） ８×５４０発（最多）

女子および少年女子の種目 女子および少年女子の種目

２４発（最多） ２４発（最多）

３００ｍライフル三姿

勢

（膝射、伏射、立射）

略号、本選

３００ＦＲ３×４０　　３×４０発 ３００ｍライフル三姿

勢

（膝射、伏射、立射）

略号、本選

３００ｍＦＲ３×４０２０　　３×４０２０発

１０ｍエアピストル

ファナル

１０ｍエアピストル

ファイナル

２５ｍラピッドファイア

ピストル（８、６、４秒射

シリーズ）

ファイナル

２５ｍラピッドファイア

ピストル（８、６、４秒射

シリーズ）

ファイナル

１０ｍエアライフル（立

射）　ファナル

１０ｍエアライフル（立

射）　ファイナル

この表はＩＳＳＦ承認射撃種目の一覧表であり、ＩＯＣ（国際オリンピック委員

会）やＩＳＳＦ総会によって、管理理事会によって承認された各競技種目にお

ける競技形式や撃発数に関する基本的技術的詳細と伴に承認されたス

テータスの一覧表である。

　　・ＩＳＳＦ選手権大会において、男子、少年男子、女子および少年

　　 女子の種目が個人戦のみとなるか個人戦と団体戦（3人）となる

　　 かは、その大会で定められた規定と競技予定による。

　 ・ステータスは各種目に関して承認されたステータスを示している。

　　　　・Ｍ＝男子種目として承認されている種目

　　　　・Ｗ＝女子種目として承認されている種目

　　　　・ＭＪ＝少年男子種目として承認されている種目

　　　　・ＷＪ＝少年女子種目として承認されている種目

　　　　・Ｏlympic＝オリンッピク種目としてＩＯＣに承認されている種目

　　　　・ＷＣＨ＝世界選手権大会で実施必須の種目

　　　　・ＷＣＨＳ＝通常の世界選手権大会で実施できない場合、

　　　　　　　　　 　 別開催の世界選手権大会として開催される

　　　　　　　　　 　 別開催世界選手権大会の種目

　　　　・オリンピック種目は本選とファイナルが非オリンッピク種目は

　　　　 本選のみでファイナルはない

　　　 ・すべてのＩＳＳＦ種目のテクニカルルールはゼネラルテクニカル

　　　　ルールおよびライフル、ピストルルールに記載されている

　　　 ・ライフルおよびピストル種目のファイナルのテクニカルルール

　　　　は6.17に記載されている

　　　 ・ミックスチーム種目のテクニカルルールは6.18に記載されてい

　　　　る。

この表はＩＳＳＦ承認射撃種目の一覧表であり、ＩＯＣ（国際オリンピック委員

会）やＩＳＳＦ総会（1.6.7.7）によって、管理理事会（1.7.2.5）によって承認さ

れた各競技種目における競技形式や撃発数に関する基本的技術的詳細

と伴に承認されたステータスの一覧表である。

　　・ＩＳＳＦ選手権大会において、男子、少年男子、女子および少年

　　 女子の種目が個人戦のみとなるか個人戦と団体戦（3人）とミッ

　　 クス種目となるかは、その大会で定められた規定と競技予定に

　　 よる。

　 ・ステータスは各種目に関して承認されたステータスを示している。

　　　　・ａ）Ｍ＝男子種目として承認されている種目

　　　　・ｂ）Ｗ＝女子種目として承認されている種目

　　　　・ｃ）ＭＪ＝少年男子種目として承認されている種目

　　　　・ｄ）ＷＪ＝少年女子種目として承認されている種目

　　　　・ｅ）Ｏlympic＝オリンピック種目としてＩＯＣに承認されている

　　　　　　　　　　　　　種目

　　　　・ｆ）ＷＣＨ＝世界選手権大会で実施必須の種目

　　　　・ｇ）ＷＣＨＳ＝通常の世界選手権大会で実施できない場合、

　　　　　　　　　 　 別開催の世界選手権大会として開催される

　　　　　　　　　 　 別開催世界選手権大会の種目（3.3.6.3および

　　　　　　　　　　　3.3.6.4参照）

　　　　・ｈ）オリンピック種目は本選とファイナルが行われ、非オリンピック種

目は本選のみでとオプションのファイナルはないが

　　　　　　行われる。

　　　 ・ｉ）すべてのＩＳＳＦ種目のテクニカルルールはゼネラルテクニ

　　　　　 カルルールおよびライフル、ピストルルール（7.0、8.0）に

　　　　　 記載されている

　　　 ・ｊ）ライフルおよびピストル種目のファイナルのテクニカル

　　　　　ルールは6.17に記載されている

　　　 ・ｋ）ミックスチーム種目のテクニカルルールは6.18に記載され

　　　　　 ている。

１０ｍエアライフル（立

射）　ファナル

１０ｍエアライフル（立

射）　ファイナル

５０ｍライフル三姿勢

（膝射、伏射、立射）

略号、本選、ファイナ

ル

ＦＲ３×４０　　３×４０発　　３×１５発（最多） ５０ｍライフル三姿勢

（膝射、伏射、立射）

略号、本選、ファイナ

ル

ＦＲ３×４０２０　　３×４０２０発　　３×１５４５発

（最多）
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２４発（最多） ２４発（最多）

１０×５発（最多） １０×５５０発（最多）

男女２名によるミックスチーム種目 男女２各１名によるミックスチーム種目

6.1.1 6.1.1

6.1.2.b

6.1.5.1.b 競技ジュリー 6.1.5.1.b 競技／用具検査／ＲＴＳジュリー

ＩＳＳＦルールの目標と目的 ＩＳＳＦルールの目標と目的

ＩＳＳＦはＩＳＳＦの認可を受けて行われる射撃競技を監督統括す

る目的でテクニカルルールを制定している(ＧＲ3.3)。ＩＳＳＦテク

ニカルルールは全世界における射撃競技の運営の統一を確立するこ

とにより、射撃スポーツの発展を促進することを目的とする。

ＩＳＳＦはＩＳＳＦの認可を受けて行われる射撃競技を監督統括す

る目的でテクニカルルールを制定している(ＧＲ3.3)。ＩＳＳＦテ

クニカルルールは全世界における射撃競技の目標はＩＳＳＦ選手権

大会およびＩＳＳＦが認可した競技会の運営の統一を確立すること

により、である。オリンピック大会における射撃競技はＩＯＣが認

可する。それらは全世界における射撃スポーツに適用され射撃この

スポーツの発展を促進することを目的とする。

  ａ）ＩＳＳＦゼネラルテクニカルルール（ＧＴＲ）は射場基準、

　　　標的規格、採点手順およびすべての射撃種目における具体的

　　　な競技手順を含む。種目別ルール（ＤＲ）はライフル、ピス

　　　トル、ショットガン、ランニングターゲットの４つの射撃種

　　　目でそれぞれに適用される。

  ａ）ＩＳＳＦゼネラルテクニカルルール（ＧＴＲ）は射場基準、

　　　標的規格、採点手順およびすべての射撃種目における具体的

　　　な競技手順を含む。種目別ルール（ＤＲ）はライフル、ピス

　　　トル、ショットガン、ランニングターゲットおよびターゲッ

　　　トスプリントの４５つの射撃種目でそれぞれに適用される。

ＩＳＳＦは、理事会の承認を得て、試合管理のＩＳＳＦ基準（例えば、テクニカ

ルデレゲート、ジュリー、ドーピングコントロール、参加手順、成績管理な

ど）が満たされるその他の競技大会を、ＭＱＳ得点が獲得でき、世界記録

が公認される競技大会として認定することができる。

ＩＳＳＦは、理事会の承認を得て、試合管理のＩＳＳＦ基準（例え

ば、テクニカルデレゲート、ジュリー、ドーピングコントロール、

参加手順、成績管理など）が満たされるその他の競技大会を、ＭＱ

Ｓ/ＲＰＯ得点が獲得でき、世界記録が公認される競技大会、例えば

グランプリ競技会、として認定することができる。

２５ｍピストル（精密お

よび速射シリーズ）

ファイナル

２５ｍピストル

ファイナル

１０ｍエアライフル（立

射）　ステータス、本

選、ファナル

Ｍ、Ｗ、ＭＪ、ＷＪ、Ｏlympic、ＷＣＨ

４０＋４０発

２×２４発（エリミネーションは１７発目より後に始ま

る）

１０ｍエアライフル（立

射）　ステータス、本

選、ファイナル

Ｍ、＋Ｗ、ＭＪ、＋ＷＪ、Ｏlympic、ＷＣＨ

４０＋４０３０発ずつ

２×２４発（エリミネーションは１７発目より後に始

まる）ファイナルステージ１、２　メダルマッチは１６

ポイント先取で勝利

１０ｍエアピストル

ステータス、本選、ファ

ナル

Ｍ、Ｗ、ＭＪ、ＷＪ、Ｏlympic、ＷＣＨ

４０＋４０発

２×２４発（エリミネーションは１７発目より後に始ま

る）

１０ｍエアピストル

ステータス、本選、ファ

ナル

Ｍ、＋Ｗ、ＭＪ、＋ＷＪ、Ｏlympic、ＷＣＨ

４０＋４０３０発ずつ

２×２４発（エリミネーションは１７発目より後に始

まる）ファイナルステージ１、２　メダルマッチは１６

ポイント先取で勝利

５０ｍライフル三姿勢

（膝射、伏射、立射）

略号、本選、ファイナ

ル

Ｒ３×４０　　３×４０発　　３×１５発（最多） ５０ｍライフル三姿勢

（膝射、伏射、立射）

略号、本選、ファイナ

ル

Ｒ３×４０２０　　３×４０２０発　　３×１５４５発（最

多）

３００ｍライフル三姿

勢

（膝射、伏射、立射）

略号、本選

３００Ｒ３×４０　　３×４０発 ３００ｍライフル三姿

勢

（膝射、伏射、立射）

略号、本選

３００ｍＲ３×４０２０　　３×４０２０発

１０ｍエアピストル

ファナル

１０ｍエアピストル

ファイナル
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6.1.5.1.c 上訴ジュリー 6.1.5.1.c

6.1.5.2 6.1.5.2

6.2.5 6.2.5

２行目 イヤーマフまたは類似の聴力保護用具の使用を強く要請する。 ２行目

6.2.6 6.2.6

２行目 目に対する保護用具の使用を強く要請する。 ２行目 目に対する保護用具のを使用を強く要請するすべきである。

6.3.2.1 6.3.2.1

6.4.1.1 6.4.1.1

１行目 射場設置の最小必要条件はＧＲ3.5.1に示すとおりである。 １行目 射場設置の最小必要条件はＧＲ3.56.1に示すとおりである。

6.4.3.3.d 6.4.3.3.d

6.4.5.3 6.4.5.3

6.4.6.3 ２５ｍピストル射場における射座の位置の水平方向での許容差 6.4.6.3

6.4.14 屋内射場の要求照度（ルクス） 6.4.14 屋内射場の要求照度（ルクス）

最少 推奨 最小値 推奨値

6.4.14.3 光測定、特にＬＥＤ照明においてはルーメンで測定することもできる。

を追加

6.4.14.3 6.4.14.34

6.5.2　Ｂ 測定おもり １ｋｇ（取っ手、測定円盤Ｃを含む） 6.5.2　Ｂ 測定おもり １０００ｋｇ（取っ手、測定円盤Ｃを含む）

屋内射場 屋内射場

５０ｍおよび１０ｍランニングターゲット射場と２５ｍピストル射場における

射座の位置の水平方向での許容差

全体 標的面 全体 標的面

最少（推奨） 推奨最小値

組織委員会　　ＧＲ3.4.1に従って、各ＩＳＳＦ選手権大会では組織委員会が

設置されなければならない。組織委員会は射撃競技会の準備、運営、管

理に責任を持つ。組織委員会は次の役員を任命しなければならない。

組織委員会　　ＧＲ3.4.1に従って、各ＩＳＳＦ選手権大会では組織委員会が

設置されなければならない。組織委員会は射撃競技会の準備、運営、管

理に責任を持つ。組織委員会は次の役員を、ＩＳＳＦと協力をして、任命しな

ければならない。

イヤーマフまたは類似の聴力保護用具の使用を強く要請するを使用

しなければならない。

電子標的はＩＳＳＦによってテストされ、公認されたものだけが使

用できる。

 電子標的はＩＳＳＦによってテストされ、公認されたものだけを使用できるし

なければならない。

５０ｍ、２５ｍ射場については屋外設置であるべきであるが、法的な要請、

気候による必要性がある場合には例外的に屋内または閉鎖された環境下

に設置できる。

２５ｍ、５０ｍ射場については屋外設置であるべきであるが、法的な要請、

気候による必要性がある場合にまたはファイナル射場は例外的に屋内ま

たは閉鎖された環境下に設置できる。

５０ｍのライフル、ピストル、ランニングターゲット兼用射場の許容差　　略 ５０ｍのライフル、ピストル、ランニングターゲット兼用射場の許容差 略

上訴ジュリーを任命することはできる。別の方法として、ＴＤが必

要に応じて上訴ジュリーを任命することができる。
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6.6.1.2 6.6.1.2

6.6.1.3 6.6.1.3

6.6.3.1 6.6.3.1

6.6.3.2 6.6.3.2

6.6.3.4 電子トレーニング／追跡装置

を追加

参加資格および制限　国内競技連盟は、ＩＳＳＦ選手権大会で、表彰対象と

なる選手を各国各種目最大３名参加させることができる。加えてワールド

カップ大会では、組織委員会の選択により、オリンピックＭＱＳ資格を争う

（ＭＱＳのみ）または表彰対象外（ＯＯＣ）の参加者として各国各種目最大２

名の追加選手を受け入れることができる。

参加資格および制限　国内競技連盟は、ＩＳＳＦ選手権大会で、表彰対象と

なる選手を各国各種目最大３名参加させることができる。加えてワールド

カップ大会では、組織委員会の選択によりは、ランキングポイント獲得のみ

（ＲＰＯ）、オリンピックＭＱＳ資格を争う（ＭＱＳのみ）または表彰対象外（Ｏ

ＯＣ）の参加者として各国各種目最大２名の追加選手を受け入れることが

できる。

公式練習　ワールドカップ大会では公式到着日の翌日に１日間の公式練

習日を設定しなければならない。

公式練習　ワールドカップ大会では公式到着日の翌日には１日間の公式

練習日を設定しなければならない。

競技前練習（ＰＥＴ）　競技前練習は各個人種目の予選または本選の競技

実施前日に行われなければならない。もし、ミックスチーム種目が同様の

個人種目の後に続いてある場合、競技実施予定に空き時間があるときに

は、射座を指定しない形式での競技前練習を予定することができる。ライフ

ル、ピストルの個人種目については、各選手が自分の競技する射座で１射

群あたり４０分以上（ラピッドファイアピストルにおいては１射群あたり３０分

以上）の練習がその種目の競技実施前日にできなければならない。この練

習時間は公式練習に追加されるものである。

 競技前練習（ＰＥＴ）　競技前練習は各個人種目の予選または本選の競

技実施前日に行われなければならない。もし、ミックスチーム種目が同様

の個人種目の後に続いてある場合、競技実施予定に空き時間があるとき

には、射座を指定しない形式での競技前練習を予定することができる。ラ

イフル、ピストル、ランニングターゲットの個人種目については、各選手が

自分の競技する射座で１射群あたり４０分以上（ラピッドファイアピストルに

おいては１射群あたり３０分以上、ランニングターゲットにおいては1射手あ

たり１５分以上）の練習がその種目の競技実施の可能な限り前日にでき

なければならない。この練習時間は公式練習に追加されるものである。

ミックスチーム種目が同様の個人種目の後に続いてある場合、競技実施

予定に空き時間があるときには、射座を指定しない形式での競技前練習を

予定することができる。

電子トレーニング／追跡装置は、競技前練習（ＰＥＴ）中、競技中（予選、

本選、ファイナル）には使用できないが、公式および非公式練習中には使

用できる。

公式スケジュール　ＩＳＳＦ事務局、組織委員会およびその大会のテクニカ

ルデレゲートは各選手権大会の詳細な公式スケジュールを準備しなけれ

ばならない。選手権大会のスケジュールには、公式到着日、１日以上の公

式練習、競技実施の必要日数と公式出発日が含まれているべきである。

世界選手権大会の公式練習日、開閉会式を含めたスケジュールは１６日

間を超えないようにすべきである。組織委員会の選択として、公式練習日

以前に追加の練習日として射場を開けることはできる。公式スケジュール

は公式練習、競技前練習、予選、本選、ファイナル出頭時刻、ファイナルお

よび表彰式の日時が入っていなければならない。公式スケジュールは、選

手権大会の前年の１１月のＩＳＳＦ組織委員会のためのワークショップ年会

の後できるだけ早くＩＳＳＦウェッブサイトで発表されなければならない。テク

ニカルデレゲートによって承認されたスケジュール変更は最終参加締切り

の後できるだけ早く作成され、全参加選手団に配布されなければならない。

公式スケジュール　ＩＳＳＦ事務局、組織委員会およびその大会のテクニカ

ルデレゲートは各選手権大会の詳細な公式スケジュールを準備しなけれ

ばならない。選手権大会のスケジュールには、公式到着日、１日以上の公

式練習または競技前練習（ＰＥＴ）、競技実施の必要日数と公式出発日が

含まれているべきである。世界選手権大会の公式練習日、開閉会式を含

めたスケジュールは１６２０日間を超えないようにすべきである。組織委員

会の選択として、公式練習日（ＰＥＴ）以前に追加の非公式練習日として射

場を開けることはできる。公式スケジュールは公式練習、競技前練習、予

選の射群、本選の射群、ファイナル出頭時刻、ファイナルおよび表彰式の

日時が入っていなければならない。公式スケジュールは、選手権大会の

前年の１１月のＩＳＳＦ組織委員会のためのワークショップ年会の後できる

だけ早くＩＳＳＦウェッブサイトで発表されなければならない。テクニカルデレ

ゲートによって承認されたスケジュール変更は最終参加締切りの後できる

だけ早く作成され、全参加選手団に配布されなければならない。
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6.6.4 6.6.4

6.6.5.a 6.6.5.a

6.6.5.c 6.6.5.c

ライフルおよびピストル種目の射座割表は各種目の競技前練習の行われ

る１６時間前には発表され、配布されていなければならない。

ライフルおよびピストル種目の射座割表は各種目の競技前練習の行われ

る前日の１６時までには発表され、配布されていなければならない。ミック

ス種目については6.18.1.4参照。

選手交代　団体種目に限り、該当種目の予定開始時刻の遅くとも３０分前

までなら、すでに登録してある選手を別の選手に交代することができる。こ

のルールは競技が何回かに分けて行われたり、数日に渡って行われる場

合でも適用される。

選手交代　団体種目に限り、例外的に、該当種目の予定開始時刻の遅く

とも３０分１時間前までなら、すでに登録してある選手を別の選手に交代

することができる。このルールは競技が何回かに分けて行われたり、数日

に渡って行われる場合でも適用される。

参加と参加確認

各国連盟は公式到着日の３０日前の最終参加締切りまでにＩＳＳＦオンライ

ン登録サービスに参加申込書を送付しなければならない（ＧＲ3.7.3.4）。

ａ）遅れた参加の申し込みは、追加の罰金の支払いと空き射座が

　 あれば、公式到着日の３日前まで提出することができる（ＧＲ

　 3.7.3.4）。

ｂ）組織委員会に対する参加確認と参加料の支払いは到着までに

　 チームリーダーが完了しておかなければならない（ＧＲ3.7.4）。

ｃ）参加者の変更はＧＲ3.7.3に従ってのみ行うことができる。参加者

　 の変更は変更の生じる種目の競技前練習（ＰＥＴ）の行われる１２

　 時間前までに完了しなければならない。

参加と参加確認

各国連盟は公式到着日の３０日前の最終参加締切りまでにＩＳＳＦオンライ

ン登録サービスに参加申込書を送付しなければならない（ＧＲ

3.7.3.43.8.3.2）。

ａ）遅れた参加の申し込みは、追加の罰金の支払いと空き射座が

　 あれば、公式到着日の３日前まで提出することができる（ＧＲ

　 3.7.3.43.8.3.3）。

ｂ）組織委員会に対する参加確認と参加料の支払いは、参加証明書

　 の提出とともに、到着までにチームリーダーが完了しておかなけれ

　 ばならない（ＧＲ3.7.43.8.4.1）。

ｃ）参加者の変更はＧＲ3.7.33.8.3.4に従ってのみ行うことができる。

　 参加者 の変更は変更の生じる種目の競技前練習（ＰＥＴ）の行わ

　 れる前日の正午１２時までに完了しなければならない。
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6.6.6 6.6.6射座割の基本原則

ａ）射座と射群の抽選は、テクニカルデレゲートの監督のもと、くじ引

　 きかこの目的に合ったコンピュータプログラムで実施されなければ

　 ならない。

ｂ）射座割の決定にくじを用いることに際して、テクニカルデレゲートは

　 射場の制約条件を考慮することを承認しなければならない。テクニ

　 カルデレゲートはＭＱＳのみの選手を射場の特定の場所に集める

　 ことを承認することができる。

ｃ）選手個人や各チーム（国）はできる限り平等に近い条件のもとで

　 射撃ができるようにすべきである。

ｄ）同じチーム（国）の選手が隣接する射座に割り当てられるべき

　 ではない。

ｅ）各チーム（国）の選手はできる限り平等に各射群に割り振られる

　 べきである。

ｆ）エアライフルまたはエアピストル種目において選手の数が射座数

　を超える場合、射座割は抽選によって２またはそれ以上の射群に

　振り分けられなければならない。

ｇ）団体戦が複数の射群で行われるときは各チームの構成メンバー

　 の選手を各射群に平等に割り当てなければならない。

ｈ）ライフル種目の競技が２日以上に渡って行われる場合、それぞれ

　 の日にすべての選手が同じ姿勢で同じ弾数を撃たなければなら

　 ない。

ｉ）ピストル種目の競技が２つのパートまたは日に分けて実施される

　場合、後半または２日目が始まる前にすべての選手が前半または

　１日目を終えていなければならない。すべての選手はそれぞれの

　日に同数のシリーズを撃たなければならない。

ライフルおよびピストル種目における射座割の基本原則

ａ）射座と本選における射群のくじ引きは、テクニカルデレゲートの監督の

もと、ランダムに、くじ引きかこの目的に合ったコンピュータプログラムで実

施されなければならない。２射群以上となる場合、ランキング３０位までの

選手は第２射群に配置すべきである。

ｂ）ファイナルにおける射座割も、6.17.1.2に従い、ランダムに割り付け

　 られる。

ｂｃ）射座割の決定にくじを用いることに際して、テクニカルデレゲート

　は射場の制約条件を考慮することを承認しなければならない。テク

　ニカルデレゲートはＭＱＳのみ、ＲＰＯおよびＯＯＣの選手を射場の

　特定の場所に集めることを承認することができる。

ｃｄ）選手個人や各チーム（国）はできる限り平等に近い条件のもとで

　射撃ができるようにすべきである。

ｄｅ）同じチーム（国）の選手が隣接する射座に割り当てられるべきで

　はない。

ｅｆ）各チーム（国）の選手はできる限り平等に各射群に割り振られる

　べきである。

ｆｇ）エアライフルまたはエアピストル種目において選手の数が射座数

　を超える場合、射座割は抽選によって２またはそれ以上の射群に

　振り分けられなければならない。

ｇｈ）団体戦が複数の射群で行われるときは各チームの構成メンバー

　の選手を各射群に平等に割り当てなければならない。

ｈｉ）ライフル種目の競技が２日以上に渡って行われる場合、それぞれ

　の日にすべての選手が同じ姿勢で同じ弾数を撃たなければならな

　い。

ｉｊ）ピストル種目の競技が２つのパートまたは日に分けて実施される

　場合、後半または２日目が始まる前にすべての選手が前半または

　１日目を終えていなければならない。すべての選手はそれぞれの

　日に同数のシリーズを撃たなければならない。
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6.6.6.1 6.6.6.1

6.7.6.2.e 6.7.6.2.e用具検査係は全ての射撃ジャケットと射撃ズボンを、選手に登録されたシ

リアルナンバーのついたタグを調べ、確認しなければならない。タグはタグ

を壊すことなく取り外すことができないように設計されてなければならない。

２０１３年以前に“One Time Only検査”で発行されたタグはこの要求を満た

している。タグのないジャケットとズボンはＩＳＳＦルールを遵守しているか検

査され、選手に登録されたものとしてタグが取り付けられなければならな

い。用具検査ジュリー及びライフルジュリーは、ルール7.5.1.2に従い、ラン

ダム検査でジャケットやズボンのタグを利用する。

用具検査係は全ての射撃ジャケットと射撃ズボンを、選手に登録されたシ

リアルナンバーのついたタグを調べ、確認しなければならない。タグはタグ

を壊すことなく取り外すことができないように設計されてなければならな

い。２０１３年以前に“One Time Only検査”で発行されたタグはこの要求を

満たしている。タグのないジャケットとズボンはＩＳＳＦルールを遵守している

か検査され、選手に登録されたものとしてタグが取り付けられなければな

らない。用具検査ジュリー及びライフルジュリーは、ルール7.5.1.2に従い、

ランダム検査でジャケットやズボンのタグを利用する。

５０ｍおよび３００ｍ屋外射場における予選

選手の数が使用可能な射座数を超える場合、ジュニアワールドカップにお

いてスケジュールに制限があり、テクニカルデレゲートによって予選が放棄

された場合を除き、予選が行われなければならない。

ａ）予選はその種目の全コースを実施しなければならない。

ｂ）予選の射群は本選の実施される日の前日に実施されるべきで

　 ある。

ｃ）予選通過者は各射群の上位者から、各射群の実参加者数と

　 同比率で、選出されなければならない。予選通過者はできるだけ

　 早く発表されなければならない。

ｄ）計算式:使用可能な射座数÷実参加者総数×射群の実参加者数

　 ＝予選通過者数

（例）６０射座で１０１人参加の場合

第１射群：５４名→３２.０８（６０÷１０１×５４）＝３２名予選通過

第２射群：４７名→２７.９２（６０÷１０１×４７）＝２８名予選通過

ｅ）予選で団体戦を行う必要がある場合、各チームの選手は予選の

　 各射群に同数ずつ振り分けられなければならない。団体戦の

　 得点は予選の得点によるものとする。

ｆ）第１射群に各チームの２名を第２射群に残りの１名を配分するには

　射座が不足してしまう場合、予選は各射群に１名ずつを配置する

　３つの射群により実施される。

ｇ）予選を通過できなかった選手は本選に出場することは許されな

　 い。

ｈ）予選通過者の最下位における同点の場合の順位決定は、同点

　の順位決定規則による。

ｉ）ジュニアワールドカップにおいて予選が予定されず射群が設定され

　ていた場合、チームリーダーは選手に撃つ射群を指示しておかな

　ければならない。

５０ｍおよび３００ｍ屋外射場における予選

選手の数が使用可能な射座数を超える場合、予選が行われなければなら

ない。ジュニアワールドカップにおいてスケジュールに制限がありる場合、

テクニカルデレゲートによって予選がを放棄された場合を除き、することが

できる予選が行われなければならない。

ａ）予選はその種目の全コースを実施しなければならない。予選にお

　  ける得点はその種目の団体戦に参加している選手の得点として

　 使用される。

ｂ）ランキング３０位以上の選手は予選の第２射群に割り当てられる。

　 その他の選手はランダムに割り当てられる。

ｂｃ）予選の射群は本選の実施される日の前日に実施されるべきである。

ｃｄ）予選通過者は各射群の上位者から、各射群の実参加者数と

　 同比率で、選出されなければならない。各射群からの予選通過者

　 はできるだけ早く人数は、代表者会議（テクニカルミーティング）で

　 発表されなければならない。

ｄｅ）計算式:

使用可能な射座数÷実射座割掲載参加者総数×各射群の実射座割掲

載参加者数＝予選通過者数

（例）６０射座で１０１人参加の場合

　　第１射群：５４名→３２.０８（６０÷１０１×５４）＝３２名予選通過

　　第２射群：４７名→２７.９２（６０÷１０１×４７）＝２８名予選通過

ｅｆ）予選で団体戦を行う必要がある場合、各チームの選手は予選の

　 各射群に同数ずつ振り分けられなければならない。団体戦の得点

　 は予選の得点によるものとする。

ｆｇ）第１射群に各チームの２名を第２射群に残りの１名を配分するに

　 は射座が不足してしまう場合、予選は各射群に１名ずつを配置す

　 る３つの射群により実施される。

ｇｈ）予選を通過できなかった選手は本選に出場することは許されない。

ｈｉ）予選通過者の最下位における同点の場合の順位決定は、同点

　 の順位決定規則による。

ｉｊ）ジュニアワールドカップにおいて予選が予定されず射群が設定さ

　 れていた場合、チームリーダーは選手に撃つ射群を指示しておか

　 なければならない。

ｋ）５０ｍ三姿勢種目の予選において、１射群で実施されるなら、本選

　 とみなし、上位８名がファイナルへ進出する。
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6.7.6.2.i 6.7.6.2.i

6.7.7.2 6.7.7.2

6.8.a 6.8.a

6.11.1.1 6.11.1.1

もしライフル用の服装を同じ選手権大会の期間中に２度目もしくは再検査

のために再　提出するならば、再検査費用として２０.００ユーロが課せられ

る。

もしライフル用の服装を同じ選手権大会の期間中に２度目もしくは再検査

のために再　提出するならば、再検査費用として２０.００ユーロが課せら

れる。服装、用具は４回以上用具検査へ提出することはできない。３回目

でも合格できなかった服装、用具は競技会では使用できなくなり、成績は

失格となる。

Ｂｉｂ番号は競技前練習中や競技中を通して常に選手の上着の腰より上の

背部に付けられていなければならない。もしＢｉｂ番号を持っていて付けてい

ない場合、選手は競技することはできない。

Ｂｉｂ番号は競技前練習中や競技中の全てのステージを通して常に選手

の上着の腰より上の背部に付けられていなければならない。もしＢｉｂ番号

を持っていて付けていない場合、選手は競技することはできない。ファイナ

ルではレポーティングタイムに新しいＢｉｂ番号が渡される。

競技（ライフル、ピストル、ショットガン、ランニングターゲット）ジュリーは各

種目の競技運営を監督する。

競技（ライフル、ピストル、ショットガン、ランニングターゲット、ターゲットス

プリント）ジュリーは各種目の競技運営を監督する。

準備および試射時間

選手には競技開始前に最終準備と弾数無制限の試射を行うために

１５分間が与えられなければならない。

ａ）準備及び試射時間は本射の公式開始時刻の約３０秒前に終わら

　 せなければならない。

ｂ）準備および試射時間の開始１５分前までに試射的は上げられて

　 いなければならない。

ｃ）選手は射場長が選手を射座に呼び寄せる前に銃や用具の射座

　 への持ち込みをすることはできない。

ｄ）射場長は準備および試射時間の開始１５分前までに選手を射座

　 に呼び寄せなければならない。

ｅ）複数の射群がある場合、すべての射群で射座への用具の持ち込

　 みのための時間が同じになるようにしなければならない。

ｆ）射場長が選手を射座に呼び寄せた後は準備および試射時間前で

　 あっても、選手は射撃線において銃を取り扱い、据銃、照準、空

　 撃ち（空撃ちのためにセフティフラッグを外すことができる）をする

　 ことができる。ファイナルでは、選手は準備および試射時間が始

　 まるまではセフティフラッグを外したり、空撃ちをすることはできな

　 い。

ｇ）ジュリーと射場役員による競技前チェックは準備および試射時間

　 が始まるまでに完了しなければならない。

準備および試射時間

選手にはその種目の公表された競技開始時刻の少なくとも２５分前に射

座入りできなければならず、用具準備のための１０分間と競技開始前に最

終準備と弾数無制限の試射を行うためにの１５分間が与えら許されなけ

ればならない。

ａ）準備及び試射時間は本射の公式開始時刻の約３０秒前に終わら

　 せなければならない。

ｂ）準備および試射時間の開始１５分前までに試射的は上げられて

　 いなければならない。

ｃ）選手は射場長が選手を射座に呼び寄せる前に銃や用具の射座

　 への持ち込みをすることはできない。

ｄ）射場長は準備および試射時間の開始１５分前までに選手を射座

　 に呼び寄せなければならない。

ｅｄ）複数の射群がある場合、すべての射群で射座への用具の持ち

　 込みのための時間が同じになるようにしなければならない。

ｆｅ）射場長が選手を射座に呼び寄せた後は準備および試射時間前

　 であっても、選手は射撃線において銃を取り扱い、据銃、照準、

　 空撃ち（空撃ちのためにセフティフラッグを外すことができる）をす

　 ることができる。ファイナルでは、選手は準備および試射時間が

　 始まるまではセフティフラッグを外したり、空撃ちをすることはでき

　 ない。

ｇｆ）ジュリーと射場役員による競技前チェックは準備および試射時間

　 が始まるまでの１０分間に完了しなければならない。
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6.11.4 6.11.4

２行目 ２行目

6.11.9 競技手順－本選および予選ステージ

の挿入

6.11.9.1 １０ｍエアライフルおよび１０ｍエアピストルの男子および女子種目

射場 １０ｍ屋内射場が全ての射群において使用されなければなら

ない。

標的 全射群において電子標的

採点 エアライフル：小数点採点

エアピストル：整数採点

本選の成績はファイナルへ持ちこされない

ｈ）準備および試射時間は“ＰＲＥＰＡＲＡＴＩＯＮ ＡＮＤ ＳＩＧＨＴＩＮＧ

　 ＴＩＭＥ．．．ＳＴＡＲＴ（プレパレーション　アンド　サイティング

　 タイム．．．スタート）”の号令により開始される。“ＳＴＡＲＴ（スター

　 ト）”の号令前の発射はできない。

ｉ）準備および試射時間の開始前に１発以上の弾を発射してしまった

　選手には、安全上の問題のある場合は、失格が科せられなければ

　ならない。安全上の問題のない場合（6.2.3.5）は、本射の１発目を

　０点として記録しなれなければならない。

ｊ）準備および試射時間が１４分３０秒を過ぎたとき、射場役員は“３０

　ＳＥＣＯＮＤＳ（サーティー　セコンズ）”とアナウンスしなければなら

　ない。

ｋ）準備および試射時間の終了時刻には、射場長の“ＥＮＤ ＯＦ

　 ＰＲＥＰＡＲＡＴＩＯＮ ＡＮＤ ＳＩＧＨＴＩＮＧ．．．ＳＴＯＰ（エンド　オブ

　 プレパレーション　アンド　サイティング．．．ストップ）“の号令が発

　 せられなければならない。その後、標的役員が本射への切換えを

　 できるように、約３０秒間の休止をとらなければならない。

ｌ）“ＥＮＤ ＯＦ ＰＲＥＰＡＲＡＴＩＯＮ ＡＮＤ ＳＩＧＨＴＩＮＧ．．．．ＳＴＯＰ

　（エンド　オブ　プレパレーション　アンド　サイティング．．．．ストッ

　プ）“の号令の後、“ＭＡＴＣＨ　ＦＩＲＩＮＧ．．．ＳＴＡＲＴ(マッチ　ファイ

　アリング．．．スタート)”の号令の前に選手が弾を発射した場合、

　その弾は本射として採点してはならず、さらに本射第１発目に２点

　の減点が科せられる。

ｈｇ）準備および試射時間は“ＰＲＥＰＡＲＡＴＩＯＮ ＡＮＤ ＳＩＧＨＴＩＮＧ

　 ＴＩＭＥ．．．ＳＴＡＲＴ（プレパレーション　アンド　サイティング　タイ

　 ム．．．スタート）”の号令により開始される。“ＳＴＡＲＴ（スタート）”

　 の号令前の発射はできない。

ｉｈ）準備および試射時間の開始前に１発以上の弾を発射してしまっ

　 た選手には、安全上の問題のある場合は、失格が科せられなけ

　 ればならない。安全上の問題のない場合（6.2.3.5）は、本射の１

　 発目を０点として記録しなれなければならない。

ｊｉ）準備および試射時間が１４分３０秒を過ぎたとき、射場役員は“３０

  ＳＥＣＯＮＤＳ（サーティー　セコンズ）”とアナウンスしなければなら

　ない。

ｋｊ）準備および試射時間の終了時刻には、射場長の“ＥＮＤ ＯＦ

　 ＰＲＥＰＡＲＡＴＩＯＮ ＡＮＤ ＳＩＧＨＴＩＮＧ．．．ＳＴＯＰ（エンド　オブ

　 プレパレーション　アンド　サイティング．．．ストップ）“の号令が

　 発せられなければならない。その後、標的役員が本射への切

　 換えをできるように、約３０秒間の休止をとらなければならない。

ｌｋ）“ＥＮＤ ＯＦ ＰＲＥＰＡＲＡＴＩＯＮ ＡＮＤ ＳＩＧＨＴＩＮＧ．．．．ＳＴＯＰ

　　（エンド　オブ　プレパレーション　アンド　サイティング．．．．ストッ

　　プ）“の号令の後、“ＭＡＴＣＨ　ＦＩＲＩＮＧ．．．ＳＴＡＲＴ(マッチ　ファ

　　イアリング．．．スタート)”の号令の前に選手が弾を発射した場

　　合、その弾は本射として採点してはならず、さらに本射第１発目

　　に２点の減点が科せられる。

ｌ）故障については6.13に従って処理される。用具の故障に関して

　追加時間は許されない。ジュリーは、故障を直して射座に戻ってきた

　ときに追加の試射を与えることができるが、全て（追加の試射と

　本射の残り）の弾は当初に許されている時間内に撃ち終わらせな

　ければならない。

選手が準備および試射時間の後に到着した場合、追加の試射時間は与え

られない。

選手が準備および試射時間の後に到着した場合、追加の試射時間は与

えられないが、試射は許される。

種目の種類 個人戦

種目の名前 １０ｍエアライフル男子

１０ｍエアライフル少年男子

１０ｍエアライフル女子

１０ｍエアライフル少年女子

１０ｍエアピストル男子

１０ｍエアピストル少年男子

１０ｍエアピストル女子

１０ｍエアピストル少年女子

射群数 参加人数により１射群以上
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6.11.9.2 ５０ｍライフル三姿勢の男子および女子種目

本選手順

準備および試射時間

本射弾数および制限時間

射群数

予選手順

射座割

射群間隔

各射群とも公開された開始時刻の２５分前に選手の射座入り

が行われる

射場役員による選手チェックは準備および試射時間の始まる

前に終わらなければならない

弾数無制限の試射の撃てる１５分間

各姿勢２０発　膝射－伏射－立射の順で射撃

１時間３０分（９０分）

参加選手数が射場の使用できる射座数を超えた場合は、予

選が実施されなければならない

参加選手数が射場の使用できる射座数に十分収まる場合に

は、予選を行う必要はない

予選は本選ステージの実施される日の前日に行われるべきで

ある

射座割は各射群の発表された射座割に従う

予選の射座割は以下の手順による

第１射群：使用できる射座にランダムに配分

第２射群：使用できる射座に、世界ランク３０位以内の選手を

含めて、ランダムに配分

第３射群以降：使用できる射座にランダムに配分

射群が２射群以上ある場合、射群間隔（次射群の選手入場前

に）は、用具の片付けやＲＴＳジュリーによる標的の準備のた

めに、３０分間とらなければならない

選手の射座入りは第１射群と同様に行われる

種目の名前 ５０ｍライフル三姿勢男子

５０ｍライフル三姿勢少年男子

５０ｍライフル三姿勢女子

５０ｍライフル三姿勢少年女子

射群数 参加人数により１射群以上

射場 ５０ｍ屋外射場が全ての射群において使用されなければなら

ない。
標的 全射群において電子標的

採点 整数採点

本選手順

準備および試射時間

本射弾数および制限時間

射群数

射群間隔

ファイナル進出人数

各射群とも公開された開始時刻の２５分前に選手の射座入り

が行われる

射場役員による選手チェックは準備および試射時間の始まる

前に終わらなければならない

弾数無制限の試射の撃てる１５分間

６０発　１時間１５分（７５分）

理想的には、全参加選手を１射群で収めるべきであるが、参

加選手数が射場の使用できる射座数を超えた場合は、抽選に

より、選手を２射群以上に分けなければならない（6.6.6.h）

本選が２射群以上ある場合、射群間隔（次射群の選手入場前

に）は、用具の片付けやＲＴＳジュリーによる標的の準備およ

び必要ならば標的枠の交換のために、１５分間とらなければ

ならない

全参加選手の成績上位８名がファイナルに進出する

同点の順位決定は6.15により決められる

種目の種類 個人戦



13 ページ 2023ルール新旧対照表_6GTR_20231101

6.11.9.3 ５０ｍライフル伏射の男子および女子種目

予選手順

射座割

射群間隔

射座割は各射群の発表された射座割に従う

予選の射座割は以下の手順による

第１射群：使用できる射座にランダムに配分

第２射群：使用できる射座にランダムに配分

第３射群以降：使用できる射座にランダムに配分

射群が２射群以上ある場合、射群間隔（次射群の選手入場前

に）は、用具の片付けやＲＴＳジュリーによる標的の準備のた

めに、３０分間とらなければならない

選手の射座入りは第１射群と同様に行われる

射群数 参加人数により１射群以上

射場 ５０ｍ屋外射場が全ての射群において使用されなければなら

ない

標的 全射群において電子標的

採点 小数採点

準備および試射時間

本射弾数および制限時間

射群数

各射群とも公開された開始時刻の２５分前に選手の射座入り

が行われる

射場役員による選手チェックは準備および試射時間の始まる

前に終わらなければならない

弾数無制限の試射の撃てる１５分間

６０発　５０分

参加選手数が射場の使用できる射座数を超えた場合は、予

選が実施されなければならない

本選進出者数

計算式

予選通過者は各射群の上位者から、各射群の実参加者数と

同比率で、選出されなければならない

各射群からの予選通過人数は、代表者会議（テクニカルミー

ティング）で発表されなければならない

予選通過最大人数は会場の使用可能射座数による

予選通過最少人数は１２名

各射群の予選通過者数は次の計算式によって計算される

使用可能な射座数÷射座割掲載参加者総数×各射群の射

座割掲載参加者数＝予選通過者数

（例）６０射座で１０１人参加の場合

第１射群：５４名→３２.０８（６０÷１０１×５４）＝３２名予選通

過

第２射群：４７名→２７.９２（６０÷１０１×４７）＝２８名予選通

過

　　３射群以上ある場合も同様

種目の種類 個人戦

種目の様式

順位決定

参加選手数が射場の使用可能射座数を超えない限り、

１射群で行われる

ファイナルは行わない

本選の結果順位によってメダルが授与される

種目の名前 ５０ｍライフル伏射男子

５０ｍライフル伏射少年男子

５０ｍライフル伏射女子

５０ｍライフル伏射少年女子
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6.11.9.4 ３００ｍライフル伏射の男子および女子種目

6.11.9.5 ３００ｍスタンダードライフルの男子および女子種目

6.11.9.6 ２５ｍラピッドファイアピストル男子種目

採点 整数採点

種目の名前 ２５ｍラピッドファイアピストル男子

２５ｍラピッドファイアピストル少年男子
ステージの数 ２ステージ

射群数 参加人数により１射群以上

射場 ２５ｍ屋外射場が全ての射群において使用されるべきである

標的 全射群において電子標的

本射弾数および制限時間

電子標的

紙標的（監的壕使用または

標的交換機）

６０発　　　　５０分

６０発　１時間１５分（７５分）

この種目は、以下の点を除き、５０ｍライフル三姿勢種目と同様に行われ

射場 ３００ｍ室外射場が全ての射群において使用されなければな

本射弾数および制限時間

電子標的

紙標的（監的壕使用または

標的交換機）

各姿勢２０発　１時間４５分（１０５分）

各姿勢２０発　２時間１５分（１３５分）

種目の種類 個人戦

本選進出者数 予選通過者は各射群の上位者から、各射群の実参加者数と

同比率で、選出されなければならない

各射群からの予選通過人数は、代表者会議（テクニカルミー

ティング）で発表されなければならない

予選通過最大人数は会場の使用可能射座数による

予選通過最少人数は１２名

各射群の予選通過者数は５０ｍ三姿勢種目で用いたのと同じ

計算式によって計算される

この種目は、以下の点を除き、５０ｍライフル伏射種目と同様に行われる。

射場 ３００ｍ室外射場が全ての射群において使用されなければな

らない

採点 整数採点
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6.11.9.7 ２５ｍピストル女子種目／２５ｍセンターファイアピストル種目

6.11.9.8 ５０ｍピストル種目

本選手順

準備時間

試射時間

競技過程

射群間

各射群とも公開された開始時刻の１３分前に選手の射座入り

が行われる

射場役員による選手チェックは準備および試射時間の始まる

前に終わらなければならない

精密射撃、速射の両ステージとも３分の準備時間

両ステージとも１回の試射シリーズ５発

精密射撃ステージ３０発と速射ステージ３０発

速射ステージが開始される前に参加全選手が精密射撃ス

テージを撃ち終わっていなければならない

本選が２射群以上ある場合、射群間隔（次射群の選手入場前

に）は、用具の片付けやＲＴＳジュリーによる標的の準備およ

び必要ならば標的枠の交換のために、１５分間とらなければ

ならない

ファイナル出場者数

同点の場合

本選成績上位８名がファイナルに進出する（２５ｍピストル女

子種目、２５ｍピストル少年女子種目）

同点の順位決定は6.15.1により決定される

ステージの数 ２ステージ（精密射撃ステージ、速射ステージ）

射群数 参加人数により１射群以上

射場 ２５ｍ屋外射場が全ての射群において使用されるべきである

標的 全射群において電子標的

採点 整数採点

本選手順

準備時間

試射時間

競技過程

射群間

各射群とも公開された開始時刻の１３分前に選手の射座入り

が行われる

射場役員による選手チェックは準備および試射時間の始まる

前に終わらなければならない

両ステージとも３分の準備時間

両ステージとも準備時間後８秒射１回の試射シリーズ

各ステージ３０発

各ステージは８秒射５発シリーズ２回、６秒射５発シリーズ２

回、４秒射５発シリーズ２回で構成される

（各シリーズ各標的に１発ずつ撃ち込む）

第２ステージが開始される前に参加全選手が第１ステージを

撃ち終っていなければならない

本選が２射群以上ある場合、射群間隔（次射群の選手入場前

に）は、用具の片付けやＲＴＳジュリーによる標的の準備およ

び必要ならば標的枠の交換のために、１５分間とらなければ

ならない

ファイナル出場者数

同点の場合

本選成績上位６名がファイナルに進出する

同点の順位決定は6.15.1により決定される

種目の種類 個人戦

種目の名前 ２５ｍピストル女子

２５ｍピストル少年女子

２５ｍピストル少年男子

２５ｍセンターファイアピストル男子
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6.11.9.9 ２５ｍスタンダードピストル種目

射場 ２５ｍ屋外射場が全ての射群において使用されるべきである

標的 全射群において電子標的

採点 整数採点

同点の場合 同点の順位決定は6.15.1により決定される

種目の種類 個人戦

種目の名前 ２５ｍスタンダードピストル男子

２５ｍスタンダードピストル少年男子

ステージの数 ３ステージ

射群数 参加人数により１射群以上

射場 ５０ｍ屋外射場が全ての射群において使用されるべきである

標的 全射群において電子標的

採点 整数採点インナーテン付

予選／本選手順

準備時間および試射時間

競技過程

射群数

予選手順

射座割

射群間

各射群とも公開された開始時刻の２５分前に選手の射座入り

が行われる

射場役員による選手チェックは準備および試射時間の始まる

前に終わらなければならない

弾数無制限の試射の撃てる１５分間

６０発　１時間３０分

参加選手数が射場の使用可能射座数を超えた場合、

２射群以上の予選射群を行う必要がある

射座割は各射群の発表された射座割に従う

予選射群の射座割は6.6.6.1に従い作成される

本選が２射群以上ある場合、射群間隔（次射群の選手入場前

に）は、用具の片付けやＲＴＳジュリーによる標的の準備およ

び必要ならば標的枠の交換のために、３０分間とらなければ

ならない

本選進出者数 予選通過者は各射群の上位者から、各射群の実参加者数と

同比率で、選出されなければならない

各射群からの予選通過人数は、代表者会議（テクニカルミー

ティング）で発表されなければならない

予選通過最大人数は会場の使用可能射座数による

種目の様式

順位決定

参加選手数が射場の使用可能射座数を超えない限り、

１射群で行われる

ファイナルは行わない

本選の結果順位によってメダルが授与される

種目の名前 ５０ｍピストル男子

５０ｍピストル少年男子

射群数 参加人数により１射群以上
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6.11.10 団体戦

6.11.10.1 通則

6.11.10.2

6.11.10.3 全ての団体戦の種目は本選のみとし、ファイナルは行わない。

6.11.10.4 全ての場面において電子標的が使用されなければならない。

6.11.10.5

6.11.10.6

6.11.10.7

6.11.10.8

6.11.10.9

6.11.10.10

6.11.10.11 どのような罰則もＩＳＳＦルールに則って科せられる。

6.12.5.1

１行目～

　　２行目

6.12.5.1

１行目～

　　２行目

6.12.6.2 6.12.6.2

6.12.6.2.a 6.12.6.2.a

ＩＳＳＦルールに違反したり射場役員やジュリーの指示に違反した場合、

ジュリー団またはジュリーは次のようなペナルティを選手に科すことができ

る。

ＩＳＳＦルールに違反したり射場役員やジュリーの指示に違反した場合、

ジュリー団またはジュリーは次のようなペナルティを選手に科すことができ

る。ショットガン種目におけるルール違反に対するペナルティは、9.16に従

い、ジュリー、主任レフリーおよびレフリーによって科すことができる。

警告（イエローカード）：警告はイエロー・カードを提示し、警告であることを

選手がはっきりと認識できるような方法で行われなければならない。しかし

ながら、この警告を与える前に何らかのペナルティ（注意など）を与えておく

必要はない。警告は射場事故報告書に記録され、個票に記入されなけれ

ばならない。警告は個人のジュリーが与えることができる。

警告（イエローカード）：警告はイエロー・カードを提示し、警告であることを

選手がはっきりと認識できるような方法で行われなければならない。しかし

ながら、この警告を与える前に何らかのペナルティ（注意など）を与えてお

く必要はない。警告は射場事故報告書に記録され、個票に記入されなけ

ればならない。警告は個人のジュリーが与えることができる。与えられた

警告は更なる違反に対して繰り越されなければならない。

団体（チーム）

同じ国の同じ性別の３人の選手から成る。

団体の得点は団体を構成する３人の選手の個人戦の予選／本選の得点

の合計

全選手が競技に参加していなければならない。ＲＰＯの選手は団体選手に

はなれない。

その種目で予選が実施された場合、団体得点は予選の得点に依るものと

する。
次のステージへの進出のかかった同点は、ＧＴＲに従って、決定される。

ＧＴＲはこれらのルールが言及していない事柄についても適用される。

ジュリーは各種目における想定外や異論のある事柄についてもＧＴＲに

従って判断をする。

全ての種目において、言葉によらないコーチングは許される。５０ｍライフ

ル３姿勢のファイナルにおいては～

全ての種目において、言葉によらないコーチングは許される。文字で書か

れたものは言葉によるものではない。５０ｍライフル３姿勢のファイナルに

おいては～

本選手順

準備時間

試射時間

競技過程

射群間

各射群とも公開された開始時刻の１３分前に選手の射座入り

が行われる

射場役員による選手チェックは準備および試射時間の始まる

前に終わらなければならない

３分の準備時間

準備時間後１５０秒射１回の試射シリーズ

各ステージ２０発（合計６０発）

第１ステージは１５０秒射５発シリーズ４回

第２ステージは２０秒射５発シリーズ４回

第３ステージは１０秒射５発シリーズ４回で構成される

本選が２射群以上ある場合、射群間隔（次射群の選手入場前

に）は、用具の片付けやＲＴＳジュリーによる標的の準備およ

び必要ならば標的枠の交換のために、１５分間とらなければ

ならない

同点の場合 同点の順位決定は6.15.1により決定される
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6.12.6.2.b 6.12.6.2.b

6.12.6.2.c 6.12.6.2.c

6.12.6.2.d 6.12.6.2.d

6.12.6.2.e

を挿入

6.12.6.2.e 6.12.6.2.ef

6.12.6.2.f 6.12.6.2.fg

6.12.6.2.g 6.12.6.2.gh

6.13.2.2.f

を挿入

6.14.4.i 6.14.4.i

6.14.4.2の表 6.14.4.2の表

６行目 ＱＲ New Qualification Record　（本選世界新記録） ６行目 ＱＷＲ New Qualification World Record　（本選世界新記録）

８行目 ＥＱＲ Equaled Qualification Record　（本選世界タイ記録） ８行目 ＥＷＱＲ Equaled Qualification World Record　（本選世界タイ記録）

１０行目 ＱＲＪ New Qualification Record Junior　（ジュニア本選世界新記録） １０行目 ＱＷＲＪ New Qualification World Record Junior　（ジュニア本選世界新記録）

１２行目 ＥＱＲＪ Equaled Qualification Record Junior　（ジュニア本選世界タイ記録） １２行目 ＥＱＷＲＪ Equaled Qualification World Record Junior　（ジュニア本選世界タイ記録）

下に３行追加

ＭＱＳ Minimum Qualification Score　（オリンピック大会参加最少得点）

ＲＰＯ Ranking Point Only　（ランキングポイントのみ）

ＯＯＣ Out Of Competition　（オープン参加）

減点（グリーンカード）：得点からの減点は、少なくとも２名のジュリーによ

り、減点と書かれたグリーンカードを提示することで行われる。減点は射場

事故報告書に記録され、プリンター用紙に印が付けられ、個票に記入され

なければならない。減点は個人のジュリーが与えることができる。

減点（グリーンカード）：得点からの減点は、少なくとも２名1名のジュリー

により、減点と書かれたグリーンカードを提示することで行われる。多くの

場合、２点の減点が科されるが、時間外発射やファイナルにおける空撃ち

のような例外的な事項では関連したルールが示されている。減点は射場

事故報告書に記録され、プリンター用紙に印が付けられ、個票に記入さ

れ、そしてＲＴＳジュリーに即座に報告されなければならない。減点に際し

それに先立つ警告(イエローカード)を必要としない。減点は個人のジュリー

が与えることができる。

失格（レッドカード）（ＤＳＱ）：競技後検査を合格できなかった選手に違反し

た選手は失格（ＤＳＱ）とされなければならない（6.7.9.1）。その他の理由に

よる失格はジュリーの多数決によって裁定された場合のみ科すことができ

る。選手の失格はジュリーによって失格と書かれたレッドカードを提示する

ことで行われる。その種目のどの場面（予選、本選またはファイナル）にお

いても失格となった選手は、その種目の全ての成績が抹消され、成績表の

最下位に、失格となった理由を付けて表示される。

失格（レッドカード）（ＤＳＱ）：競技後検査（6.7.9.1）を合格できなかった選

手またはショットガンルールの9.4.1.1または9.4.3.2に違反した選手は失格

（ＤＳＱ）とされなければならない（6.7.9.1）。その他の理由による失格は

ジュリーの多数決によって裁定された場合のみ科すことができる。選手の

失格はジュリーによって失格と書かれたレッドカードを提示することで行わ

れる。その種目のどの場面（予選、本選またはファイナル）においても失格

となった選手は、その種目の全ての成績が抹消され、成績表の最下位

に、失格となった理由を付けて表示される。

非スポーツマン行為（ＤＱＢ）：アンチドーピングルール違反、安全に関する

深刻な違　　反または競技役員または他の選手に対する暴力行為

（6.12.6.4）でジュリーの多数決により失格となった選手については、その選

手権大会におけるその選手の参加した全種目の成績が抹消され、ＤＱＢと

表示されなければならない。

非スポーツマン行為（ＤＱＢ）：アンチドーピングルール違反、安全に関する

深刻な違反または競技役員または他の選手に対する暴力行為（6.12.6.4）

でジュリーの多数決により失格となった選手については、その選手権大会

におけるその選手の参加した全種目の成績が抹消され、ＤＱＢと表示され

なければならない。

アンチドーピングルール違反（ＡＤ－ＤＳＱ）：アンチドーピングルール違反

で失格となった選手については、その選手権大会におけるその選手の参

加した全種目の成績が抹消され、ＡＤ－ＤＳＱと表示されなければならな

い。

電気トリガーを使用していた場合の電池切れ

ＩＳＳＦ基準の種目順に並べられた最終成績表：１）男子の１０ｍ、５０ｍ、３

００ｍライフル種目、２）男子の１０ｍ、２５ｍ、５０ｍピストル種目、３）男子

のトラップ、スキート、ダブルトラップ種目、４）男子の１０ｍ、５０ｍランニン

グターゲット種目、５）女子の１０ｍ、５０ｍ、３００ｍライフル種目、６）女子

の１０ｍ、２５ｍピストル種目、７）女子のトラップ、スキート、ダブルトラップ

種目、８）女子の１０ｍランニングターゲット種目

ＩＳＳＦ基準の種目順に並べられた最終成績表：１）男子の１０ｍ、５０ｍ、３

００ｍライフル種目、２）男子の１０ｍ、２５ｍ、５０ｍピストル種目、３）男子

のトラップ、スキート、ダブルトラップ種目、４）男子の１０ｍ、５０ｍランニン

グターゲット種目、５）男子の団体種目、６）女子の１０ｍ、５０ｍ、３００ｍ

ライフル種目、６７）女子の１０ｍ、２５ｍピストル種目、７８）女子のトラッ

プ、スキート、ダブルトラップ種目、８９）女子の１０ｍランニングターゲット

種目、１０）女子の団体種目、１１）１０ｍ、２５ｍ、５０ｍ、３００ｍ、トラッ

プ、スキートのミックス種目
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6.14.9.1 6.14.9.1

を削除

6.14.9.2 6.14.9.21

6.14.9.3 6.14.9.32

6.14.9.4 6.14.9.43

6.14.9.5 6.14.9.54

6.17.1 ファイナル競技の全般手順 6.17.1

6.17.1.1 6.17.1.1

6.17.1.2

の２行目

自動的行われるくじによって割り当てられる。 6.17.1.2

の２行目

自動的に行われるくじ無作為に割り当てられる。

6.17.1.3

の最後に

追加

6.17.1.9 6.17.1.9

オリンピック種目のジュニア世界記録（ＷＲＪ）はその種目で行われるファイ

ナルの成績のみをもってジュニア世界記録とする。非オリンピック種目の

ジュニア世界記録（ＷＲＪ）はその種目の合計点をもってジュニア世界記録

とする。

オリンピック種目のジュニア世界記録（ＷＲＪ）はその種目で行わ

れるファイナルの成績のみをもってジュニア世界記録とする。非オ

リンピック種目のジュニア世界記録（ＷＲＪ）はその種目の合計点

をもってジュニア世界記録とする。

ファイナル競技の全般手順　これらの手順は１０ｍ、２５ｍおよび５０ｍの

ライフルおよびピストルの個人種目のすべてのファイナルに用いられる。

各種目の手順については、以下の条文に記載されている。

6.17.2 － １０ｍエアライフルおよび１０ｍエアピストルの男子および女子

種目

6.17.3 － ５０ｍライフル三姿勢の男子および女子種目

6.17.4 － ２５ｍラピッドファイアピストル男子種目

6.17.5 － ２５ｍピストル女子種目

6.18　 － １０ｍエアライフルおよび１０ｍエアピストルのミックス種目

ショットガン種目の手順については6.19に示されている。

ファイナルへの進出　その種目のファイナル進出者を決めるために、その

種目に出場するすべての選手が本選（ＧＲ3.3.2.3および3.3.4）を行う。本選

における上位６名が進出する２５ｍラピッドファイアピストル男子を除き、本

選における上位８名がファイナルへ進出する。

ファイナルへの進出　その種目のファイナル進出者を決めるために、その

種目に出場するすべての選手が本選（ＧＲ3.3.2.35および3.3.46.5）を行

う。本選における上位６名が進出する２５ｍラピッドファイアピストル男子を

除き、本選における上位８名がファイナルへ進出する。

ファイナル中の警備体制は、待機場所に置かれている全ての用具お

よび選手の所持品の安全を確保するものとすべきである。

ファイナル射場の備品　ファイナル射場には競技役員、選手、コーチ、観客

のために結果順位が表示される電光掲示板とファイナリストの見ることので

きるカウントダウン時計および音響システムが設備されてなければならな

い。もしカウントダウン時計をすべてのファイナリストが見ることができなけ

れば、全ファイナリストのモニターに制御時間が明示されなければならな

い。ジュリー、射場役員、コーチと脱落した選手のために椅子が用意されて

いなければならない。

ファイナル射場の備品　ファイナル射場には競技役員、選手、コー

チ、観客のために結果順位が表示される電光掲示板とファイナリス

トの見ることのできるカウントダウン時計および音響システムが設

備されてなければならない。もしカウントダウン時計をすべての

ファイナリストが見ることができなければ、全ファイナリストのモ

ニターに制御時間が明示されなければならない。ジュリー、射場役

員、コーチと脱落して射座から引き揚げる選手のために椅子が用意

されていなければならない。テーブルまたはベンチが、ファイナル

射場への入場前または射座から引き揚げる際に選手の用具を置いて

おくことができるように、用意されてなければならない。

オリンピック種目の世界記録（ＷＲ）はその種目で行われるファイナルの成

績のみをもって世界記録とする。非オリンピック種目の世界記録（ＷＲ）は

その種目の合計点をもって世界記録とする。

オリンピック種目の世界記録（ＷＲ）はその種目で行われるファイ

ナルの成績のみをもって世界記録とする。非オリンピック種目の世

界記録（ＷＲ）はその種目の合計点をもって世界記録とする。
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6.17.1.13

の挿入

6.17.1.13 6.17.1.1314

.b .b

.c .c

.d ファイナリストは、射～ .d セフティフラッグ：ファイナリストは、射～

.e ファイナルにおいて、空～ .e 空撃ち：ファイナルにおいて、空～

.f 射場長の”ＬＯＡＤ（ロード）”または～ .f 早すぎる装填：射場長の“ＬＯＡＤ（ロード）”または～

.g ファイナルにおいて、据銃および～ .g 据銃および照準練習：ファイナルにおいて据銃および～

.h １０ｍ、２５ｍまたは～ .h スタートまたはロードの号令前の発射：１０ｍ、２５ｍまたは～

.i ファイナリストが～ .i ストップの号令後の発射：ファイナリストが～

.j ２５ｍラピッドファイアピストル～ .j ２５ｍピストル－時間前発射：２５ｍラピッドファイアピストル～

.k .k

.l シュートオフや故障に～ .l 不注意の発射：シュートオフや故障に～

.n ファイナルの間、～ .n コーチング：ファイナルの間、～

ファイナルにおける抗議

ａ）ファイナルにおける抗議は口頭で即時に行わなければならない。抗議

は選手またはその選手のコーチが挙手をすることによって行われる。

ｂ）ファイナルにおける抗議では抗議料は徴収されない。

ｃ）どのような抗議に対してもファイナル抗議ジュリー（3.12.3.7、6.16.6およ

び6.17.1.10.d）が即座に裁定しなければならない。ファイナル抗議ジュリー

の裁定は最終であり、上訴することはできない。

ｄ）ファイナルにおける抗議が認められなかった場合、２点の減点が最終

弾の得点または２ヒットの減点が最終シリーズの得点に科せられなけれ

ばならない。

プレパレーションエリアでの出頭報告の後、ファイナル開始時刻の

１８分前（２５ｍピストル種目の場合は１５分前）には、ファイナ

リストまたはコーチは選手の銃や用具を自分の射座に置くことが許

されなければならない。銃ケースや用具バッグはＦＯＰに残して置

いてはならない。その後、選手およびコーチは、ウォームアップや

準備のために射線に呼ばれるまで、プレパレーションエリアに戻っ

ておかなければならない。

出頭および用具のセットアップ：プレパレーションエリアでの出頭

報告の後、ファイナル開始時刻の１８２０分前（２５ｍピストル種

目の場合は１５分前）には、ファイナリストまたはコーチは選手の

銃や用具を自分の射座に置くことが許されなければならない。銃

ケースや用具バッグはＦＯＰに残して置いてはならない。この時に

は照準練習は許可されない。その後、選手およびコーチは、ウォー

ムアップや準備のために射線に呼ばれるまで、プレパレーションエ

リアに戻っておかなければならない。コーチはＦＯＰ内にある自席

に座る。

ライフルのファイナリストがプレパレーションエリアから射線に呼

ばれたとき、ファイナリストはジャケットやズボンのボタンやファ

スナーを閉じた状態の完全な服装で射線まで歩いていかなければな

らない。

選手の入場：射場役員は、開始時刻の１２分前に、ファイナル射場

の近くに選手が一列に並ぶように指示を出す。ライフルのファイナ

リストがプレパレーションエリアから射線に呼ばれたとき、ファイ

ナリストはジャケットやズボンのボタンやファスナーを閉じた状態

の完全な服装で射線まで歩いていかなければならない。射場長は

“ＡＴＨＬＥＴＥＳ　ＴＯ　ＴＨＥ　ＬＩＮＥ（アスリート

トゥー　ザ　ライン）”と号令をかける。

超過弾：ファイナリストが１シリーズまたは１発の時間中に超過弾

を撃った場合、その超過弾は無効とされ、さらに直前の正常弾に２

点の減点またはそのシリーズに２ヒットの減点が科せられる。

ファイナリストが１シリーズまたは１発の時間中に超過弾を撃った場合、そ

の超過弾は無効とされ、さらに直前の正常弾に２点の減点が科せられる。
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.oを挿入

6.17.1.14 6.17.1.14

を　ｐ）に

変更

.q の挿入

.r の挿入

.s の挿入 罰則：どのようなペナルティもＩＳＳＦルールに従って科せられる。

.t の挿入

.u の挿入

6.17.2.c 6.17.2.c

間違った号令：ファイナル射場長が、射群の正しい開始を誤ったり

全ての選手が発射を終える前にストップをかけるなど、間違った号

令を発した場合、以下の手順を行わなければならない。

ファイナル射場長が１発シリーズの中で誤った号令をかけた場合、
すでに発射されている弾は採点されなければならないが、撃てな

かった選手の再射を行うため、射場長は時計をリセットし新たな号

令をかけなければならない。

ファイナル射場長が複数発発射するシリーズ中に誤った号令をかけ

た場合、すでに発射されている弾は採点されなければならないが、

担当ジュリーは「ストップ」の号令がかかった時に残り時間がどれ

だけあったかを確定しその時間に６０秒を加えた時間で、撃ち残し

のある選手を完射させるためそのシリーズを再開するように、射場

長に指示しなければならない。もしその際に、選手がその手順の誤

解や不注意によって規定弾数より多くの弾を発射した場合、その超

過弾は０点とされるがペナルティは科されない。
メダリストの紹介：射場長が“ＲＥＳＵＬＴＳ　ＡＲＥ　ＦＩＮＡ

Ｌ（リザルツ　アー　ファイナル）”と宣言した後、担当ジュリー

は三人のメダリストをＦＯＰに～

故障：ファイナル全体を通じて、各選手１回の故障申告が許され

る。選手には、不必要な遅延なくファイナルが継続できるように、

故障した銃器を直すかまたは交換するための１分間が与えられる。

音楽：ファイナルではテクニカルデレゲートによって承認された音

楽が流されてなければならない。ファイナルにおける観客の熱狂的

な応援は奨励され、推奨される。

想定外の事態：上記で触れられていない事項に対してもＧＴＲは適

用される。ジュリーは各種目のＧＴＲに従って、想定外や異論のあ

る事項についても裁定を行う。
国別標示（ドレスコード）：選手はＩＳＳＦドレスコードに沿った

射撃服装を身に付けなければならない（6.22）。ライフル選手は、

次に示すように射撃ジャケットに国別標示をつけなければならな

い。国旗またはＩＯＣで決められた３文字の国名略号を観客に面す

る側のポケットか背中の低い部分につける。

メダリストの紹介 射場長が“ＲＥＳＵＬＴＳ　ＡＲＥ　ＦＩＮＡＬ

（リザルツ　アー　ファイナル）”と宣言した後、ジュリーは三人

のメダリストをＦＯＰに～

用具準備時間（18分

前）

選手および選手のコーチは、少なくとも開始時刻の

１８分前には、銃や用具を射座に持ち込むことを許

可されなければならない。銃ケースや用具の収納

箱はＦＯＰに置いておくことはできない。

用具準備時間（18２０

分前）

選手および選手のコーチは、少なくとも開始時刻

の１８２０分前には、銃や用具を射座に持ち込むこ

とを許可されなければならない。
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6.17.3.a の末尾

に

追加

6.17.3.c 6.17.3.c

6.17.3.d の

最終行

6.17.3.d の最終

行

6.17.3.e 6.17.3.e

6.17.3.ｆ の末尾に

追加

6.17.3.m 6.17.3.m

射場備品 選手には予備の弾薬を含む姿勢変換に伴う全

ての用具を入れておくための箱が提供され

る。この箱は射座の後方に置いておかなくて

はならない。

姿勢変換後射座に戻る前に、選手は不必要な

用具を射座内に散らからないようにこの箱に

入れなければならない。もし選手が不注意に

用具をそのまま残して次の姿勢に入った場

合、射場役員は、本射に入る前に、用具を箱

に入れ直すことを個別に支援することができ

る。

射撃マットは、使う使わないにかかわらず、

各選手に提供される。そのマットは各射座の

後方に置かれてなければならない。選手が立

射に入った時には、射場役員は使わなくなっ

たマットを整頓するかまたは回収する事を支
用具準備時間（１８分

前）

選手および選手のコーチは、少なくとも開始時

刻の１８分前には、ライフルや用具を射座に持

ち込むことを許可されなければならない。姿勢

の変更に伴う銃の付属品や用具は射座内に置い

ておくことのできる１個の箱の中に入れておか

なければならない。

用具準備時間（１８２

０分前）

選手および選手のコーチは、少なくとも開始

時刻の１８２０分前には、ライフルや用具を

射座に持ち込むことを許可されなければなら

ない。姿勢の変更に伴う銃の付属品や用具は

射座内に置いておくことのできる１個の箱の

中に入れておかなければならない。

準備および試射時間

膝射

（１３分前）

また、観客や選手紹介を撮影しているＴＶカメラに

顔を向けてほしい。

準備および試射時間

膝射

（１３分前）

また、観客や選手紹介を撮影しているＴＶカメラに

顔を向けてほしいなければならない。

ファイナリストの紹

介

（５分３０秒前）

ファイナリストのライフルのチェックの後、ア

ナウンサーはファイナリスト、射場長、担当

ジュリーをルール6.17.1.12に従って紹介す

る。ファイナリスト全員の紹介が終わるまで、

ライフルは肩からはずしたままにしておかなけ

ればならない。

ファイナリストの紹

介

（５分３０秒前）

ファイナリストのライフルのチェックの後、

アナウンサーはファイナリスト、射場長、担

当ジュリーをルール6.17.1.12に従って紹介

する。ファイナリスト全員の紹介が終わるま

でり、ＣＲＯと担当ジュリーの紹介が終わる

までライフルは肩からはずしたままにしてお

かなければならない。

膝射

３×５発

制限時間：２００秒

各シリーズ

第３シリーズを完了した選手は、ライフルを

肩から外してもよいが、膝射の姿勢で待機し

なければならない。そして姿勢切換えの号令

がかかるまで、ライフルの部品を取り外した

り調整したりしてはならない。
ファイナルの完了 残った２名のファイナリストが最終弾を撃ち終

わった後、同点も抗議もなければ、射場長は

“ＳＴＯＰ．．．．ＵＮＬＯＡＤ（ストッ

プ．．．．アンロード）”と号令し、そして

“ＲＥＳＵＬＴＳ　ＡＲＥ　ＦＩＮＡＬ（リザ

ルツ　アー　ファイナル）”と宣言する。ジュ

リーはメダリストをＦＯＰに集合させ、アナウ

ンサーは即座に、6.17.1.14に従って、銅、

銀、金メダリストをアナウンスする。

ファイナルの完了 残った２名のファイナリストが最終弾を撃ち

終わった後、同点も抗議もなければ、射場長

は“ＳＴＯＰ．．．．ＵＮＬＯＡＤ（ストッ

プ．．．．アンロード）”と号令し、そして

“ＲＥＳＵＬＴＳ　ＡＲＥ　ＦＩＮＡＬ（リ

ザルツ　アー　ファイナル）”と宣言する。

担当ジュリーはメダリストをＦＯＰに集合さ

せ、アナウンサーは即座に、6.17.1.14.pに

従って、銅、銀、金メダリストをアナウンス

する。
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6.17.4.c 6.17.4.c

6.17.4.d 6.17.4.d

6.17.5.c 6.17.5.c

6.17.5.d 6.17.5.d出頭時刻

３０分前と１５分前

選手は開始時刻の３０分前に用具と競技用の服装

を携えて出頭しなければならない。ジュリーは選手

が出頭したら可能な限り迅速に用具のチェックを完

了させなければならない。選手および選手のコー

チは、開始時刻の少なくとも１５分前には、ファイナ

ルを行うに十分な弾薬を含む用具を射座に持ち込

むことを許可されなければならない。選手の用具に

は故障したピストルに換えて使用する予備銃（セフ

ティフラッグが挿入されていなければならない）も含

まれる。

出頭時刻

３０分前と１５２０分前

選手は開始時刻の３０分前に用具と競技用の服

装を携えて出頭しなければならない。ジュリーは選

手が出頭したら可能な限り迅速に用具のチェック

を完了させなければならない。選手および選手の

コーチは、開始時刻の少なくとも１５２０分前には、

ファイナルを行うに十分な弾薬を含む用具を射座

に持ち込むことを許可されなければならない。選手

の用具には故障したピストルに換えて使用する予

備銃（セフティフラッグが挿入されていなければな

らない）も含まれる。

採点 ファイナルでの採点はヒットオアミススコアであり、

各ヒットは１ポイント、各ミスは０ポイントととして数え

られる。ヒットゾーンの大きさは２５ｍラピッドファイ

アピストル標的の９.７点の範囲となる。

ファイナルにおける得点の合計（合計ヒット数）によ

り順位が決められる。同点の場合はシュートオフの

成績によって順位が決定される。

採点

減点

ファイナルでの採点はヒットオアミススコアであり、

各ヒットは１ポイント、各ミスは０ポイントととして数

えられる。ヒットゾーンの大きさは２５ｍラピッドファ

イアピストル標的の９.７点の範囲となる。

ファイナルにおける得点の合計（合計ヒット数）によ

り順位が決められる。同点の場合はシュートオフ

の成績によって順位が決定される。

本射第一発目の前に起こった反則に対する減点

は本射第一シリーズの成績に科せられる。その他

の時点での反則に対する減点はその反則の起

こったシリーズの得点に科せられる。

出頭時刻

３０分前と１５分前

選手は開始時刻の３０分前に用具と競技用の服装

を携えて出頭しなければならない。ジュリーは選手

が出頭したら可能な限り迅速に用具のチェックを完

了させなければならない。選手および選手のコー

チは、開始時刻の少なくとも１５分前には、ファイナ

ルを行うに十分な弾薬を含む用具を射座に持ち込

むことを許可されなければならない。選手の用具に

は故障したピストルに換えて使用する予備銃（セフ

ティフラッグが挿入されていなければならない）も含

まれる。

出頭時刻

３０分前と１５２０分前

選手は開始時刻の３０分前に用具と競技用の服

装を携えて出頭しなければならない。ジュリーは選

手が出頭したら可能な限り迅速に用具のチェック

を完了させなければならない。選手および選手の

コーチは、開始時刻の少なくとも１５２０分前には、

ファイナルを行うに十分な弾薬を含む用具を射座

に持ち込むことを許可されなければならない。選手

の用具には故障したピストルに換えて使用する予

備銃（セフティフラッグが挿入されていなければな

らない）も含まれる。

採点 ファイナルでの採点はヒットオアミススコアであり、

各ヒットは１ポイント、各ミスは０ポイントととして数え

られる。ヒットゾーンの大きさは２５ｍラピッドファイ

アピストル標的の１０.２点の範囲となる。

ファイナルにおける得点の合計（合計ヒット数）によ

り順位が決められる。同点の場合はシュートオフの

成績によって順位が決定される。

採点

減点

ファイナルでの採点はヒットオアミススコアであり、

各ヒットは１ポイント、各ミスは０ポイントととして数

えられる。ヒットゾーンの大きさは２５ｍラピッドファ

イアピストル標的の１０.２点の範囲となる。

ファイナルにおける得点の合計（合計ヒット数）によ

り順位が決められる。同点の場合はシュートオフ

の成績によって順位が決定される。

本射第一発目の前に起こった反則に対する減点

は本射第一シリーズの成績に科せられる。その他

の時点での反則に対する減点はその反則の起

こったシリーズの得点に科せられる。
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6.17.5.k 6.17.5.kj

6.17.5.l 6.17.5.lk

6.17.5.m 6.17.5.mｌ

6.17.6 ファイナルにおける抗議 6.17.6 ファイナルにおける抗議

6.17.7 表彰式 6.17.76 表彰式

6.18 ライフルおよびピストルのミックスチーム種目 6.18 ライフルおよびピストルのミックスチーム種目

6.18.1.4 チームの申込み 6.18.1.4 チームの申込み

6.18.15 競技方式 6.18.1.5 競技方式

6.18.1.6 チーム成績 6.18.1.6 チーム成績

6.18.1.7.b ～できるのは、コーチが選手に近づき始めてから最大３０秒間となる。 6.18.1.7.b

6.18.1.7.c 担当ジュリーは時間を管理し、３０秒の経過を～ 6.18.1.7.c 担当ジュリーは時間を管理し、３０秒１分の経過を～

金、銀、銅メダリストを讃える表彰式は各ファイナル後できるだけ

迅速に、ＧＲ3.8.5に従って、行われなければならない。表彰式の進

行のＩＳＳＦ基準は、ＩＳＳＦ本部に用意されている、ファイナル

射場と表彰式の認定ガイドラインに示されている。

金、銀、銅メダリストを讃える表彰式は各ファイナル後できるだけ

迅速に、ＧＲ3.9.6に従って、行われなければならない。表彰式の

進行のＩＳＳＦ基準は、ＩＳＳＦ本部に用意されている、ファイナ

ル射場と表彰式の認定ガイドラインに示されている。

ａ）ＩＳＳＦ申し込み規則により、各国は選手権大会ごとに最大２

チームの申し込みができる。チームメンバーはそのミックスチーム

種目の競技日の２日前の日の１２時間前までにその選手権大会に申

し込んでいる別の選手と変更することができる。

ｂ）参加料は１チーム１７０ユーロである（ＧＲ3.7.4.18）。

ａ）ＩＳＳＦ申し込み規則により、各国は選手権大会ごとに最大２

チームの申し込みができる。チームメンバーはそのミックスチーム

種目の競技日の２日前の日の１２時間前正午１２時までにその選手

権大会に申し込んでいる別の選手と変更することができる。この期

限までにチームメンバーの登録確認ができなかったチームは、メン

バーが参加選手の内から無作為に選ばれ、その後の変更はできない

ものとする。

ｂ）参加料は１チーム１７０ユーロである（ＧＲ3.7.4.18.4.2）。

１０ｍミックスチーム種目は２つのステージで行われる。

ａ）本選（２つのパート）

ｂ）ファイナル（ブロンズメダルマッチとゴールド/シルバーメダル

マッチから構成される）

１０ｍミックスチーム種目は２つのステージで行われる。

ａ）本選

ｂ）ファイナル（ブロンズメダルマッチの決まるステージ１とゴー

ルド/シルバーメダルマッチの決まるステージ２から構成される）

ミックスチーム種目の得点と成績は２人のチームメンバーの合計点

に基づく。

ミックスチーム種目の得点と成績は２人のチームメンバーの合計点

に基づく。

～できるのは、コーチが選手に近づき始めてから最大３０秒１分間となる。

ファイナルの完了 第１０シリーズの後、同点がなければ、射場長は

“ＳＴＯＰ．．．ＵＮＬＯＡＤ（ストップ　アンロード）”の

号令後、“ＲＥＳＵＬＴＳ　ＡＲＥ　ＦＩＮＡＬ（リザルツ

アー　ファイナル）”と宣言する。

ジュリーはメダリストをＦＯＰに集合させ、アナウン

サーは即座に、6.17.1.14に従って、銅、銀、金メダ

リストをアナウンスする。

ファイナルの完了 第１０シリーズの後、同点がなければ、射場長は

“ＳＴＯＰ．．．ＵＮＬＯＡＤ（ストップ　アンロード）”の

号令後、“ＲＥＳＵＬＴＳ　ＡＲＥ　ＦＩＮＡＬ（リザルツ

アー　ファイナル）”と宣言する。

ジュリーはメダリストをＦＯＰに集合させ、アナウン

サーは即座に、6.17.1.14.pに従って、銅、銀、金メ

ダリストをアナウンスする。

ａ）ファイナル中の抗議は口頭で即座に行われなければならない。

抗議は選手またはコーチの挙手によって行われる。

ｂ）ファイナルでは抗議料は課せられない。

ｃ）すべての抗議はファイナル抗議ジュリーによって即断されなけ

ればならない(ＧＲ3.12.3.7、6.16.6および6.17.1.10.ｄ)。ファ

イナル抗議ジュリーの裁定は最終であり、上訴はできない。

ｄ）ファイナルにおける抗議が採用されない場合、２点または２ポ

イントの減点が最終弾または最終シリーズに科せられなければなら

ない。

ａ）ファイナル中の抗議は口頭で即座に行われなければならない。

抗議は選手またはコーチの挙手によって行われる。

ｂ）ファイナルでは抗議料は課せられない。

ｃ）すべての抗議はファイナル抗議ジュリーによって即断されなけ

ればならない(ＧＲ3.12.3.7、6.16.6および6.17.1.10.ｄ)。ファ

イナル抗議ジュリーの裁定は最終であり、上訴はできない。

ｄ）ファイナルにおける抗議が採用されない場合、２点または２ポ

イントの減点が最終弾または最終シリーズに科せられなければなら

ない。
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6.18.1.9.b 6.18.1.9.b

6.18.1.10.b 6.18.1.10.b

6.18.1.11 表彰式 6.18.1.11 表彰式

ミックスチーム種目の表彰式は6.17.7に従って行われる。 ミックスチーム種目の表彰式は6.17.76に従って行われる。

6.18.2 本選　パート１ 6.18.2 本選　パート１

6.18.2.1 会場 6.18.2.1 会場

6.18.2.3.a 6.18.2.3.a

6.18.2.3.b 6.18.2.3.b

6.18.2.3.c 6.18.2.3.c

6.18.2.4.b 6.18.2.4.b

6.18.2.5.a 本選パート１では、～ 6.18.2.5.a 本選パート１では、～

6.18.2.6 得点 6.18.2.6 得採点

6.18.2.7.c 上位４チームがファイナルへ進出する。

6.18.2.7.d ３位と４位のチームがファイナルステージ１で争う。

6.18.2.7.e １位と２位のチームがファイナルステージ２で争う。

を追加

6.18.3 本選　パート２

を削除

6.18.4 ファイナル（メダルマッチ） 6.18.43 ファイナル（メダルマッチ）

6.18.4.1 ～のミックストチーム種目の～ 6.18.43.1 ～のミックストチーム種目の～

の最初の行 の最初の行

6.18.4.2.a 6.18.43.2.a

6.18.4.2.b

の１行目

6.18.43.2.b

の１行目

6.18.4.3 6.18.43.3 ミックスチーム種目のファイナルは〜

6.18.4.4.a

の1行目

～射場長がブロンズメダルマッチの本射～ 6.18.43.4.a

の１行目

～射場長がブロンズメダルマッチファイナルステージ１の本射～

ファイナルのメダルマッチにおけるＥＳＴに対する不満は

6.18.4.717.1.8を参照。

ファイナル中に生じた抗議はファイナル抗議ジュリーにより、6.17.1.10およ

び6.17.6に従って裁定される。

ファイナル中に生じた抗議はファイナル抗議ジュリーにより、

6.17.1.10.dおよび6.17.61.13に従って裁定される。

ファイナルのメダルマッチにおけるＥＳＴに対する不満は6.18.4.7を参照。

ミックスチーム種目の本選は本選射場で１つ以上の射群で実施される。 ミックスチーム種目の本選は本選射場で１つ以上の射群で実施され

る。

各本選射群において、射場長は準備および試射時間の１５分前に選手を

射座に入れる。

各本選射群において、射場長は準備および試射時間の１５公表され

た開始時刻の２０分前に選手を射座に入れる。

選手は指定された射座において、５分間の射撃用具のセッティングのため

の時間が許される。

選手は指定された射座において、５１０分間の射撃用具のセッティ

ングのための時間が許される。

選手は射場長が射座に呼び入れるまで、銃器を取り出すのみならず

いかなる用具も置くことはできない。

選手は射場長が射座に呼び入れるまで、銃器を取り出すのみならず

いかなる用具も射座に置くことはできない。

射場役員による競技前チェックは、準備および試射時間の始まる５

分の間で完了しなければならない。

射場役員による競技前チェックは、準備および試射時間の始まる５

分の１０分間で完了しなければならない。

本選においては、１０ｍエアライフルミックスチーム種目は小数値（6.3.3.1）

の得点が使われる。１０ｍエアピストルミックスチーム種目では整数値の得

点が使われる。

本選においては、１０ｍエアライフルミックスチーム種目は小数値

（6.3.3.1）の得点が使われる。１０ｍエアピストルミックスチー

ム種目では整数値の得点が使われる。

ファイナルはブロンズメダルマッチとそれに続くゴールド/シルバーメダル

マッチで構成される。

ファイナルはブロンズ銅メダルマッチの決まるステージ１とそれに

続くゴールド/シルバー金/銀メダルマッチの決まるステージ２で構

成される。

ブロンズメダルマッチの～

メダルマッチではＢｉｂ（ゼッケン）を着用しない。 メダルマッチファイナルでは新たに割り当てられたＢｉｂ（ゼッケ

ン）を着用しないする。

ブロンズメダルマッチファイナルステージ１の～
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6.18.4.4.b

の２行目

～用具を持って、開始時刻の～ 6.18.43.4.b

の２行目

～用具を持って、ファイナルステージ1の開始時刻の～

6.18.43.4.c

の挿入

6.18.4.4.c 6.18.43.4.cd

6.18.4.4.d

の1行目

ブロンズメダルマッチの選手～ 6.18.43.4.d

eの1行目

ブロンズメダルマッチファイナルステージ１の選手～

6.18.4.4.e

の1行目

各メダルマッチのチームおよびコーチは各開始時刻の～ 6.18.43.4.efの1

行目

6.18.4.5.a 6.18.43.5.a

6.18.4.5.b 6.18.43.5.b

6.18.4.5.c 6.18.43.5.c

6.18.4.6.a 6.18.43.6.a

6.18.4.7.c 6.18.43.7.c

6.18.4.7.d 6.18.43.7.d

6.18.4.8 入場 6.18.43.8 入場

開始時刻の２０分前よりも遅れてきた選手またはチームはファイナ

ルに参加することはできず、ファイナルステージ１では４位、ファ

イナルステージ２では２位となる。

各メダルマッチファイナルの両ステージのチームは各ファイナルステージ

１の開始時刻の～

ブロンズメダルマッチでは本選３位のチームが射座ＣとＤに本選４位の

チームが射座ＦとＧに割り当てられるべきである。

ブロンズメダルマッチファイナルステージ１では本選３位のチーム

が射座ＣとＤＢとＣに本選４位のチームが射座ＦとＧに割り当てら

れるべきである。
ゴールド／シルバーメダルマッチでは本選１位のチームが射座ＣとＤに本

選２位のチームが射座ＦとＧに割り当てられるべきである。

ゴールド／シルバーメダルマッチファイナルステージ２では本選１

位のチームが射座ＣとＤＢとＣに本選２位のチームが射座ＦとＧに

割り当てられるべきである。

チームメンバーはメダルマッチにおいて射座を交換できる。交換の希望が

ある場合、ファイナルの出頭時間中にコーチがＲＴＳジュリーにどの選手が

左側で撃ち、どの選手が右側で撃つのかを申告しなければならない。

チームメンバーはメダルマッチファイナルにおいて射座を交換でき

る。交換の希望がある場合、ファイナルの出頭時間中本選成績の速

報の抗議締切時刻までにコーチがＲＴＳジュリーにどの選手が左側

で撃ち、どの選手が右側で撃つのかを申告しなければならない。

メダルマッチ（ライフルおよびピストルともに）におけるすべての発射弾の得

点は小数値の得点とする。

メダルマッチファイナル（ライフルおよびピストルともに）におけ

るすべての発射弾の得点は小数値の得採点とする。

担当ジュリーは故障があったと思われる標的を撃っている選手にもう１発

撃つように指示しなければならない。この追加の発射弾が記録されたなら

ば、追加弾の得点を採用し、表示のなかった発射弾は無効とされる。追加

弾も表示がなかった場合、ジュリーは競技を中断し、選手を予備的に移動

させなければならない。

担当ジュリーは故障があったと思われる標的を撃っている選手にも

う１発撃つように指示しなければならない。この追加の発射弾が記

録されたならば、追加弾の得点を採用し、表示のなかった発射弾は

無効とされる。追加弾も表示がなかった場合、ジュリーは競技を中

断し、選手を予備的に移動させなければならない。

選手を予備的に移動させた場合、再開の準備が整ったら、全選手に弾数

無制限の２分間の試射時間が与えられる。次に射座を移動した選手が５０

秒以内に本射を行い、競技は継続される。

選手を予備的に移動させた場合、再開の準備が整ったら、全選手に

弾数無制限の２分間の試射時間が与えられる。次につづいて射座を

移動した選手が５０秒以内に本射を行い、競技は継続される。
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6.18.4.9 準備および試射時間 6.18.43.9 準備および試射時間

6.18.4.10

を削除

チームの紹介

6.18.5 メダルマッチの手順 6.18.54 メダルマッチファイナルの手順

6.18.5.a 選手が姿勢をとった１分後に、射場長は次の号令をかける。 6.18.54.a

6.18.5.h この手順がメダルマッチが決するまで繰り返される。 6.18.54.h

6.18.5.1 ブロンズメダルマッチの完了 6.18.54.1 ブロンズメダルマッチファイナルステージ１の完了

6.18.5.1.a 6.18.54.1.a

6.18.5.1.b 6.18.54.1.b

6.18.5.2 メダルマッチの交代 6.18.54.2 メダルマッチファイナルステージ１とステージ２の交代

メダルマッチの開始時刻の８分前に、射場長は“ＡＴＨＬＥＴＥＳ　ＴＯ　ＴＨＥ

ＬＩＮＥ（アスリート　トゥ　ザ　ライン）”の号令によって全選手をファイナル射

場に呼び寄せる。全選手は、入場後、観客に対面し、射場長の“ＬＡＤＩＥＳ

ＡＮＤ　ＧＥＮＴＬＥＭＥＮ，ＰＬＥＡＳＥ　ＷＥＬＣＯＭＥ　ＴＨＥ　ＡＴＨＬＥＴＥＳ　Ｉ

Ｎ　ＴＨＥ（１０　ＭＥＴＥＲ　ＡＩＲ　ＲＩＦＬＥ／ＰＩＳＴＯＬ）ＭＩＸＥＤ　ＴＥＡＭ　ＢＲ

ＯＮＺＥ／（ＧＯＬＤ）　ＭＥＤＡＬ　ＭＡＴＣＨ　（レディース　アンド　ジェントル

マン、プリーズ　ウエルカム　ジ　アスリーツ　イン　ザ（テン　メーター　エア

ライフル／ピストル）ミクスト　チーム　ブロンズ／（ゴールド）　メダル　マッ

チ）”のアナウンスの間、動きを止めなければならない。拍手が終わるのを

待ったあと、射場長は“ＴＡＫＥ　ＹＯＵＲ　ＰＯＳＩＴＩＯＮＳ（テイク　ユア　ポジ

ションズ）”の号令をかける。この後、選手は振り返り、指定された射座に

真っ直ぐに向かわなければならない。

メダルマッチの開始時刻の８分前に、射場長は“ＡＴＨＬＥＴＥＳ

ＴＯ　ＴＨＥ　ＬＩＮＥ（アスリート　トゥ　ザ　ライン）”の号

令によって全選手をファイナル射場に呼び寄せる。全選手は、入場

後、観客に対面し、射場長の“ＬＡＤＩＥＳ　ＡＮＤ　ＧＥＮＴＬ

ＥＭＥＮ，ＰＬＥＡＳＥ　ＷＥＬＣＯＭＥ　ＴＨＥ　ＡＴＨＬＥＴ

ＥＳ　ＩＮ　ＴＨＥ（１０　ＭＥＴＥＲ　ＡＩＲ　ＲＩＦＬＥ／Ｐ

ＩＳＴＯＬ）ＭＩＸＥＤ　ＴＥＡＭ　ＢＲＯＮＺＥ／（ＧＯＬＤ）

ＭＥＤＡＬ　ＭＡＴＣＨ　（レディース　アンド　ジェントルマ

ン、プリーズ　ウエルカム　ジ　アスリーツ　イン　ザ（テン

メーター　エア　ライフル／ピストル）ミクスト　チーム　ブロン

ズ／（ゴールド）　メダル　マッチ）”のアナウンスの間、動きを

止めなければならない。拍手が終わるのを待ったあと、射場長は

“ＴＡＫＥ　ＹＯＵＲ　ＰＯＳＩＴＩＯＮＳ（テイク　ユア　ポジ

ションズ）”の号令をかける。この後、選手は振り返り、指定され

た射座に真っ直ぐに向かわなければならない。

ファイナルの両ステージの選手は１度に入場する。各チームが入場

するのに合わせてアナウンサーは観客にチームの紹介をする。選手

は指示された射座で観客に向かい、ＣＲＯと担当ジュリーの紹介を

含めて、全員の紹介が終わるまで立っていなければならない。

ファイナルステージ２のチームは待機場所まで戻る。

１分後、射場長は“ＴＨＲＥＥ　ＭＩＮＵＴＥＳ　ＰＲＥＰＡＲＡＴＩＯＮ　ＡＮＤ　ＳＩＧ

ＨＴＩＮＧ　ＴＩＭＥ．．．ＳＴＡＲＴ（スリー　ミニッツ　プレパレーション　アンド　サ

イティング　タイム．．．スタート）”の号令をかける。２分３０秒後、射場長は

“３０　ＳＥＣＯＮＤＳ（サーティ　セカンズ）”のアナウンスをする。３分後、射

場長は“ＳＴＯＰ．．．ＵＮＬＯＡＤ（ストップ．．．アンロード）”の号令をかける。

１分後、射場長は“ＴＨＲＥＥＦＩＶＥ　ＭＩＮＵＴＥＳ　ＰＲＥ

ＰＡＲＡＴＩＯＮ　ＡＮＤ　ＳＩＧＨＴＩＮＧ　ＴＩＭＥ．．．Ｓ

ＴＡＲＴ（スリーファイブ　ミニッツ　プレパレーション　アンド

サイティング　タイム．．．スタート）”の号令をかける。２４分

３０秒後、射場長は“３０　ＳＥＣＯＮＤＳ（サーティ　セカン

ズ）”のアナウンスをする。３５分後、射場長は“ＳＴＯＰ．．．

ＵＮＬＯＡＤ（ストップ．．．アンロード）”の号令をかける。

選手が姿勢をとった準備および試射時間終了の１分後に、射場長は

次の号令をかける。

この手順がメダルマッチがをファイナルの各ステージが決するまで

繰り返されるす。

ブロンズメダルマッチが決したらすぐに、射場長は“ＳＴＯＰ．．．ＵＮＬＯＡＤ

（ストップ．．．アンロード）”の号令をかけ、“ＲＥＳＵＬＴＳ　ＡＲＥ　ＦＩＮＡＬ（リ

ザルツ　アー　ファイナル）”と宣言し、アナウンサーはブロンズメダルマッチ

の勝利チームをアナウンスする。

ブロンズ銅メダルマッチが決しまったらすぐに、射場長は“ＳＴＯ

Ｐ．．．ＵＮＬＯＡＤ（ストップ．．．アンロード）”の号令をか

け、同点や抗議がなければ、“ＲＥＳＵＬＴＳ　ＡＲＥ　ＦＩＮＡ

Ｌ（リザルツ　アー　ファイナル）”と宣言し、する。アナウン

サーはブロンズ銅メダルマッチの勝利獲得チームをアナウンスす

る。

射場役員は銃のアクションが開けられ、セフティフラッグが挿入されている

ことを確認しなければならない。

射場役員は銃ライフル／ピストルのアクションが開けられ、セフ

ティフラッグが挿入されていることを確認しなければならない。
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6.18.5.2.a 6.18.54.2.a

6.18.5.2.b 6.18.54.2.b

6.18.5.3 ゴールド／シルバーメダルマッチの完了 6.18.54.3 ゴールド／シルバーメダルマッチファイナルステージ２の完了

6.18.5.3.a 6.18.54.3.a

6.18.5.3.b 6.18.54.3.b

6.18.5.3.c 6.18.54.3.c

6.18.4.4.a 本選ステージにおいては音楽をかけることが許される。 6.18.54.4.a

6.18.4.4.b メダルマッチにおいては音楽をかけるべきである。 6.18.54.4.b メダルマッチにおいては音楽をかけるべきであるなければならない。

6.18.5.5 6.18.54.5

6.19 オリンピックのショットガン種目のファイナル　（略）

6.20 ショットガンスキートミックス種目　（略）

6.19 書類様式 6.1921 書類様式

抗議用紙　Ｐ　の抗議提出者（氏名―所属）の欄下側に

を追加

上訴用紙　ＡＰ　の上訴提出者（氏名―所属）の欄下側に

ブロンズメダルマッチの選手は、出頭場所の安全な所に置くためにＦＯＰを

離れなければならないが、ゴールド／シルバーメダルマッチを座って見る

ために戻ってきてもよい。

ブロンズメダルマッチステージ１の選手は、ライフル／ピストルを

出頭待機場所の安全な所に置くためにＦＯＰを離れなければならな

いが、ゴールド／シルバーメダルマッチファイナルステージ２を用

意された席で座って見るために戻ってきてもよい。

ブロンズメダルマッチの完了から少なくとも５分後には、ＲＴＳジュリーの標

的チェック終了の後、射場長は“ＲＡＮＧＥ　ＣＬＥＡＲ（レンジ　クリアー）”と

宣言する。ゴールド/シルバーメダルマッチの選手およびコーチは自身の

射座へ用具を置くことを許可されなければならない。

ブロンズ銅メダルマッチの完了決定から少なくとも５分後には、Ｒ

ＴＳジュリーの標的チェック終了の後、射場長は“ＲＡＮＧＥ　Ｃ

ＬＥＡＲ（レンジ　クリアー）”と宣言する。ゴールド/シルバーメ

ダルマッチファイナルステージ２の選手およびコーチは自身の射座

へ用具を置くことを許可されなければならない。

ご提供いただきました個人情報は抗議の手続きを進めることのみに使用いたします。抗議の

提出に際しましては、ＩＳＳＦウェブサイトの「ルール」にあります「ＩＳＳＦデータ保護規定」を読

み、理解したことをご確認のうえ、行ってください。

ご提供いただきました個人情報は上訴の手続きを進めることのみに使用いたします。抗議の

提出に際しましては、ＩＳＳＦウェブサイトの「ルール」にあります「ＩＳＳＦデータ保護規定」を読

み、理解したことをご確認のうえ、行ってください。

ゴールド／シルバーメダルマッチが決したらすぐに、射場長は“ＳＴＯＰ．．．

ＵＮＬＯＡＤ（ストップ．．．アンロード）”の号令をかけ、“ＲＥＳＵＬＴＳ　ＡＲＥ

ＦＩＮＡＬ（リザルツ　アー　ファイナル）”と宣言し、ゴールドメダル／シルバー

メダルマッチの勝利チームをアナウンスする。

ゴールド金／シルバー銀メダルマッチが決しまったらすぐに、射場

長は“ＳＴＯＰ．．．ＵＮＬＯＡＤ（ストップ．．．アンロー

ド）”の号令をかけ、“ＲＥＳＵＬＴＳ　ＡＲＥ　ＦＩＮＡＬ（リ

ザルツ　アー　ファイナル）”と宣言し、する。アナウンサーは

ゴールド金メダル／シルバー銀メダルマッチの勝利獲得チームをア

ナウンスする。

射場役員は銃のアクションが開けられ、セフティフラッグが挿入されている

ことを確認しなければならない。

射場役員は銃ライフル／ピストルのアクションが開けられ、セフ

ティフラッグが挿入されていることを確認しなければならない。

個人戦のファイナル同様、ゴールドメダリストとシルバーメダリストはブロン

ズメダリストと共にＦＯＰに集まらなければならず、公式写真やアナウンス

のために、ジュリーによって並ばせられる。選手は、写真のために、自身の

銃を手に取ることが許される。そのため、ブロンズメダリストは、遅延なく、出

頭場所にある自身の銃を取りに行き、戻ってこなくてはならない。

個人戦のファイナル同様、ゴールド金メダリストとシルバー銀メダ

リストはブロンズ銅メダリストと共にＦＯＰに集まらなければなら

ず、公式写真やアナウンスのために、ジュリーによって並ばせられ

る。選手は、写真のために、自身の銃ライフル／ピストルを手に取

ることが許される。そのため、ブロンズ銅メダリストは、遅延な

く、出頭待機場所にある自身の銃を取りに行き、戻ってこなくては

ならない。

本選ステージにおいては音楽をかけることが許されるなければなら

ない。

想定外や評価の割れる事態

上記のルールに言及されていない事態については6.17が適用される。想定

外や評価の割れる事態は、各種目のルールに従い、ジュリーによって裁定

される。

想定外や評価の割れる異論のある事態

上記のルールに言及されていない事態については6.17が適用され

る。想定外や評価の割れ異論のある事態はも、各種目のルールに従

い、ジュリーによって裁定される。
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を追加

6.20 6.20を6.22に変更

6.20.2.6の

下から２

行目

～選手の服装はＩＳＳＦドレスコード（6.7.5および6.20）が守られて～ 6.2022.2.6の下

から２行目

～選手の服装はＩＳＳＦドレスコード（6.7.5および6.2022）が守られて～

6.20.2.7の

1行目

ショットガン選手は9.12.1に～ 6.2022.2.7の1行

目

ショットガン選手は9.1213.1に～

6.20.3.1の

２行目～

～短すぎる半ズボン（6.20.2.8）～ 6.2022.3.1の２行

目～

～短すぎる半ズボン（6.20.222.8）～

6.20.4.3の

1行目

職務中のジュリーは赤のジュリーベスト～ 6.2022.4.3の1行

目

職務中のジュリーはＩＳＳＦの承認した赤のジュリーベスト～

6.20.4.4の

1行目

職務中のショットガンレフリーは青のレフリーベスト～ 6.2022.4.4の1行

目

職務中のショットガンレフリーはＩＳＳＦの承認した青のレフリーベスト～

6.20.4.5の

1行目

競技役員およびコーチは、6.20.3に記述されて～ 6.2022.4.5の1行

目

競技役員およびコーチは、6.2022.3に記述されて～

6.20.5 カメラマンやTVカメラマンの服装規定 6.2022.5 カメラマン、コメンテイターやTVカメラマンの服装規定

6.20.5.1の

1行目

派遣されているカメラマンやTVカメラマンが～ 6.2022.5.1の1行

目

派遣されているカメラマン、コメンテイターやTVカメラマンが～

6.21 索引 6.2123 索引

１０ｍ射場－標的装置　　削除

２５ｍ/５０ｍ屋内射場　　　6.4.3.3.ed

２５ｍ/５０ｍ精密ピストル－標的　　　6.3.24.5

２５ｍ射場－射座基準

５０ｍ射場－射座基準　　　6.34.9

ＩＳＳＦルールの精神と意思　　　6.8.1013

ＲＴＳ室－任務と手順　　削除

ＲＴＳジュリー－採点の監督 6.8.b/6.10.3.1

ＲＴＳジュリーの裁定 6.10.3.1/6.16.5

ＳＴＡＲＴ前の発射 6.11.1.1.ik

安全－射場　　　削除

安全－選手、役員、観客　　　削除

安全の基本　　削除

エクストラショット－モニターへの不表示 6.10.109.4

屋内射場－照度測定 6.4.14.2/6.4.14.3

オリンピック種目のファイナルでの同点 6.15.4

音響減衰装置 6.2.5

音響発生/減衰装置 6.7.4.3

空撃ち 6.2.4.1/6.11.1.1.e

紙またはゴムロールの送り不良 6.10,.6

観客エリア 6.4.1.5/6.4.3.4

虚偽情報 6.12.6.1.c

空気／ＣＯ２シリンダー－選手の責任－有効期間 6.7.6.2.g/6.2.4.2

空気／ＣＯ２シリンダー－有効期間 6.2.4.2/6.7.6.2.g

空気銃弾－１発のみ装填 6.11.2.4/6.2.3.3

減点－準備時間で前の圧縮気体の放出 6.11.2.1

抗議時間 6.16.5.1/6.16.3

公式行事への適切な服装－服装規定 6.17.1.36.7.5/6.22

公式射撃種目表 P(177)
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号令　ＬＯＡＤ/ＳＴＡＲＴ－ＵＮＬＯＡＤ/ＳＴＯＰ 6.2.3.1

誤射－弾痕の取り消し 6.11.6.7/6.11.6.9

誤射－弾痕誤射の否認 6.11.6.6

個人種目の同点－すべての同点は順位決定される　　　　削除

裁定－ジュリー 6.8.8/6.8.9

式典－選手の出席 6.2022.2.4

射座－備品－２５ｍピストル射場 6.4.11.10

射座－備品－全般 6.4.7.2

射座割－１０ｍ種目 6.6.6.f/6.6.6.g

射座割－基本原則

射場内全部の標的の故障－競技手順　　　　削除

射場における安全に関する措置 6.2.1.4

射場役員－責任　　　　削除

6.2.3.3

種目表 p(178/9)

ジュリー－ＩＳＳＦルールの知識と効力　　　　削除

ジュリー－監督－用具、銃器、姿勢の検査 6.8.5/6.8.6

ジュリーが射場にいること 6.8.8/6.8.15

ジュリーによる検査－弾痕が表示されない時のエクストラショット

準備時間－試射的、競技前チェック 6.11.1.1.b/6.11.1.1.f

準備時間前の風旗のチェック（５０ｍ／３００ｍ） 6.4.4.6

照準練習－１０ｍ、５０ｍ 6.11.1.1.e

小数値採点 6.3.3.1/6.3.3.2/6.3.3.3

照度測定－１０ｍ屋内射場 6.4.14.34

書式 6.21

書面抗議－ＩＳＳＦ本部への裁定の送付 6.16.67

世界記録－公認 6.14.9.54

世界記録－ジュニア 6.14.9.32

世界記録－ファイナル　　　削除

前日練習（ＰＥＴ） 6.6.3.2

選手、射場役員、観客の安全 6.2.1.3/6.2.2.3

宣伝（プロパガンダ）

装填－２発以上の装填－エアガン 6.11.2.4.b

弾痕の位置表示や得点記録に対する不満（ＥＳＴ） 6.10.8/6.10.9.3

弾痕の取り消し－選手が撃っていないことの確認 6.11.6.9.a/6.11.6.7

定義と略号 p(175/6)

テクニカルデレゲートによる電子標的の検査 6.3.2.8

電子装置 6.7.4.4/6.11.8f

電子標的における得点に関する抗議 6.10.7/6.16.5.2

同点－個人　　　削除

同点の順位決定－団体種目 6.15.5

得点の抗議 6.10.7/6.16.5

得点の抗議－電子標的：２点の減点 6.16.5.2.c/6.10.7.d

ドレスコード 6.7.5 / 6.2022

ドレスコード－禁止アイテム 6.2022.3

表彰式 6.17.76

標的役員による試射－本射の切り替え 6.11.1.1.kj

ファイナル－１個の標的の故障－試射中 6.17.1.8.a

ファイナル－１個の標的の故障－ファイナル中 6.17.1.8.b

ファイナル－２５ｍピストル女子 6.17.5

ファイナル－２５ｍラピッドファイアピストル男子 6.17.4

銃器への装填－弾倉の使用－ライフル種目、１０ｍ／５０ｍピストル

種目
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ファイナル－抗議の裁定まちによる開始の遅れ 6.8.12

ファイナル－競技手順－５０ｍ伏射/５０ｍピストル　　　削除

6.17.2

ファイナル－コーチング 6.17.1.14.n

ファイナル－最終公式成績　　削除

6.17.2.d

ファイナル－銃器の故障－１０ｍ/５０ｍファイナル 6.17.1.6

ファイナル－準備時間－１０ｍ/５０ｍ 6.17.2.d

ファイナル－準備時間－２５ｍ種目 6.17.4.e &/6.17.5.e

ファイナル－小数採点 6.3.3.3

6.17.2.j

ファイナル－得点の発表－１０ｍ/５０ｍ種目 6.17.2.g + 6.17.2.h

ファイナル－ピストルサポートスタンド 6.4.11.10.c

ファイナル－ファイナリストの人数－１０ｍ/２５ｍ/５０ｍ種目 6.17.1.1

ファイナル－ファイナリストの人数－２５ｍ種目　　削除

ファイナル－ファイナル公式成績 6.17.1.14.p

ファイナル－ファイナルにおける抗議－裁定 6.17.61.13

ファイナル－ファイナルでの失格 6.12.6.2.c/6.17.1.14.h

フィールドオブプレイ　　　削除

服装規定－適切な服装 6.7.65/6.22

不当な有利－他の選手より 6.7.1/6.1.4

不発射弾 6.11.1.2.f

プリンター用紙へのサイン－電子標的 6.10.4.f/6.10.4.g

プロパガンダ 6.12.1

ペナルティカード 6.12.6.2.a/b/c/f

ミス－不発射弾 6.11.1.2.f

ミックス種目－１０ｍライフル／ピストル 6.18

迷彩生地 6.20.1022.3.1

メダル授与式 6.17.6

役員または選手に対する暴力行為 6.12.6.2.d/6.12.6.4

用具検査－用具のタグ付けと銃器のマーキング 6.7.6.2.e

ロード－定義 6.2.3.4

ロード－２発以上の装填 6.11.2.4

付則 紙標的に関するルール 付則 紙標的採点に関するルール

序文の

６行目

～を認めている。この紙標的に関するルールは～ 序文の

６行目

～を認めている。この紙標的採点に関するルールは～

ファイナル－ＳＴＡＲＴ前またはＳＴＯＰ後の発射－１０

ｍ/２５ｍ/５０ｍ

6.17.1.14.h &

/6.17.1.14.i

ファイナル－号令－１０ｍＲ＆Ｐ/５０ｍ伏射、５０ｍライ

フル/ピストル

ファイナル－試射の号令－１０ｍR＆P/５０ｍ伏射､５０ｍ

ライフル/ピストル

ファイナル－同点－１０ｍ/５０ｍ伏射、５０ｍピストル


